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ユ
ネ
ス
コ
へ
申
請

世
界
記
憶
遺
産
へ
の
登
録
を
目
指
し
て

　
３
月
４
日
、
引
揚
記
念
館
で
開
催
さ

れ
た
記
者
会
見
で
、
会
見
出
席
者
や
報

道
関
係
者
ら
が
見
守
る
中
、「
ユ
ネ
ス

コ
世
界
記
憶
遺
産
」
の
登
録
を
目
指
し

て
、
多
々
見
市
長
が
自
ら
電
子
メ
ー
ル

で
ユ
ネ
ス
コ
（
本
部
パ
リ
）
へ
申
請
し

ま
し
た
。

　
市
で
は
、
引
き
揚
げ
開
始
か
ら
70
年

目
に
あ
た
る
平
成
27
年
に
、「
ユ
ネ
ス

コ
世
界
記
憶
遺
産
」
登
録
を
実
現
し
よ

う
と
、
舞
鶴
引
揚
記
念
館
が
所
蔵
す
る

シ
ベ
リ
ア
抑
留
と
引
き
揚
げ
の
関
係
資

料
約
１
万
２
千
点
の
中
か
ら
、真
正
性
、

世
界
的
な
重
要
性
、
希
少
性
の
高
い
５

７
０
点
を
選
定
し
申
請
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
会
見
で
市
長
は
「
今
回
申

請
す
る
資
料
の
多
く
は
〝
生
き
る
こ
と

へ
の
希
望
の
記
録
で
あ
る
〟
と
い
う
思

い
か
ら
、
申
請
の
推
薦
書
に
『
舞
鶴
へ

の
生
還
　1945

‐1956

シ
ベ
リ
ア
抑

留
等
日
本
人
の
本
国
へ
の
引
き
揚
げ
の

記
録
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
ま
し

た
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
「
今
回
の
資
料

は
、
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
体
験
の

中
で
も
、
生
き
て
帰
国
す
る
こ
と
を
信

世界記憶遺産登録までの道のり

資料の選考基準作成

登録候補の選定

推薦書を作成・英訳

ユネスコへ申請

国へ差し戻し

国内選考委員会
による選考

ユネスコ審査

登録

国内で３件以上の申請の場合

有
識
者
会
議
の
助
言

平成 27 年

現在

～　

舞
鶴
引
揚
記
念
館
所
蔵
資
料　

～

①記者会見で登録への思いを述べる多々見市長 　②申請資料（端野いせ氏が息子に宛てた手紙）
③申請書をユネスコへ送信する市長　④申請資料（白樺日誌）

じ
て
書
か
れ
た
記
録
。
ま
た
安
否
を
気

遣
う
家
族
も
再
会
の
望
み
を
持
ち
続
け

て
い
ま
し
た
。
多
く
の
引
揚
者
は
帰
国

を
果
た
せ
な
か
っ
た
方
々
の
分
ま
で
精

一
杯
生
き
よ
う
と
努
力
さ
れ
、
今
日
の

平
和
な
社
会
の
礎
を
築
い
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。『
世
界
記
憶
遺
産
』
の
登
録
は
、

引
揚
者
の
新
し
い
人
生
の
第
一
歩
を
踏

み
出
し
た
『
再
出
発
の
地
』
で
あ
る
舞

鶴
の
責
務
で
す
」
と
強
い
決
意
を
語
り

ま
し
た
。

　
会
見
に
は
、
尾
関
善
之
・
市
議
会
議

長
や
黒
沢
文
貴・有
識
者
会
議
会
長（
東

京
女
子
大
教
授
）、
谷
口
栄
一
・
舞
鶴
・

引
揚
語
り
の
会
理
事
長
も
同
席
し
申
請

の
瞬
間
に
立
ち
合
い
ま
し
た
。

▼
詳
し
く
は
、
引
揚
記
念
館
（
☎
68
・

０
８
３
６
）
へ
。

申請資料の概要

「舞鶴への生還 1945-1956
　　　シベリア抑留等日本人の本国への引き揚げの記録」
❖テーマ … シベリア抑留や引き揚げに関する資料
❖構成   A「シベリア抑留体験の記録」
             B「安否を気遣い帰還を願う日本の家族に関する資料」
　　　   C「引揚関連資料」
❖点数 … 570 点

①

④ ②

③
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４
月
30
日
に
新
病
院
が
開
業

　
舞
鶴
赤
十
字
病
院
の
隣
接
地
に

建
設
を
進
め
て
い
た
舞
鶴
市
民
病

院
の
工
事
が
終
了
。
４
月
30
日
㈬

に
移
転
し
開
業
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
開
業
後
は
、
新
し
い
中
丹
地
域

医
療
再
生
計
画
に
基
づ
き
、
市
内

に
不
足
す
る
療
養
病
床
に
特
化
し

た
病
院
と
し
て
慢
性
期
医
療
を
担

う
と
と
も
に
、
医
療
機
能
の
整
備

が
進
め
ら
れ
て
い
る
市
内
の
急
性

期
を
担
う
公
的
病
院
や
医
療
関
係

機
関
と
の
一
層
の
連
携
強
化
を
図

り
、
地
域
医
療
の
一
翼
を
担
い
ま

す
。

新しい市民病院が完成

　

新
病
院
の
概
要

【
場
所
】

　
市
内
字
倉
谷
１
３
５
０
番
地
の

11
（
舞
鶴
赤
十
字
病
院
隣
接
地
）

【
建
物
規
模
】

　
鉄
骨
造
３
階
建
て

【
病
床
数
】

　
療
養
病
床
１
０
０
床

　（
２
階
と
３
階
に
各
50
床
）

【
対
象
患
者
】

　
急
性
期
を
脱
し
病
状
が
安
定
し

長
期
に
わ
た
り
入
院
が
必
要
な
人

【
診
療
内
容
】

　
医
学
的
管
理
の
も
と
看
護
や
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
生
活
支
援

な
ど
を
実
施
。
身
体
状
態
が
安
定

し
施
設
や
家
庭
へ
の
復

帰
が
可
能
な
人
に
は
退

院
に
向
け
た
支
援
を
行

い
ま
す
。

※
現
在
の
病
院
は
４
月

29
日
付
け
で
閉
院
。

▼
詳
し
く
は
、
市
民
病

院
（
☎
62
・
２
６
３
０
）

へ
。

▼
４
月
30
日
以
降
は
新

市
民
病
院
（
☎
60
・
９

０
２
０
、
ＦＡＸ
76
・
８
７

３
０
）
へ
。

療養病床に特化　地域医療に貢献療養病床に特化　地域医療に貢献

※舞鶴赤十字病院の工事のため、市民病院への進
入は当分の間、矢印からになります。

【 位 置 図 】

入口

中丹東保健所工事のため
通行止め
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▪
“
太
平
洋
の
白
鳥
”
日
本
丸

【
日
時
】
８
月
８
日
㈮
～
13
日
㈬

【
場
所
】
京
都
舞
鶴
港
西
港
第
２

ふ
頭

【
内
容
（
予
定
）】
船
内
見
学
な
ど

▪
津
波
・
水
害
対
応
型
救
命
艇

ラ
イ
フ
シ
ー
ダ
ー

【
日
時
】
７
月
19
日
㈯
～
８
月
３
日
㈰

【
場
所
】
赤
れ
ん
が
パ
ー
ク

【
内
容
】
船
内
見
学
（
海
上
へ
は

浮
か
べ
ま
せ
ん
）

▼
詳
し
く
は
、
舞
鶴
市
海
フ
ェ
ス

タ
京
都
推
進
本
部
（
企
画
政
策
課

内
、
☎
66
・
０
０
２
８
）
へ
。

海
王
丸
と
日
本
丸
、
ラ
イ
フ
シ
ー
ダ
ー
が
寄
港

　
７
月
19
日
㈯
～
８
月
３
日
㈰
に
舞
鶴

を
中
心
に
府
北
部
５
市
２
町
で
行
わ
れ

る
海
の
祭
典
「
海
フ
ェ
ス
タ
京
都
」。

　
開
催
期
間
中
、「
海
王
丸
」
と
「
日

本
丸
」（
い
ず
れ
も
船
員
を
育
成
す
る

た
め
の
航
海
訓
練
に
使
用
す
る
練
習
帆

船
。
独
立
行
政
法
人
航
海
訓
練
所
所

属
）
が
舞
鶴
に
寄
港
。

　
停
泊
中
は
、
船
内
見
学
や
セ
イ
ル
ド

リ
ル
（
帆
を
張
る
訓
練
）
な
ど
が
行
わ

れ
、
祭
典
に
華
を
添
え
て
く
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
㈱
信
貴
造
船
所
が
開
発
し
た

津
波
・
水
害
対
応
型
救
命
艇
「
ラ
イ
フ

シ
ー
ダ
ー
」
も
海
の
総
合
展
に
お
い
て

常
設
展
示
。
津
波
や
水
害
に
襲
わ
れ
た

と
き
に
、
近
く
に
高
台
が
な
か
っ
た

り
、
避
難
す
る
こ
と
が
難
し
い
人
の
た

め
に
開
発
さ
れ
た
救
命
艇
に
実
際
に
見

て
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
停
泊
・
展
示
期
間
な
ど
の
詳
細
は
次

の
と
お
り
（
い
ず
れ
も
天
候
な
ど
に
よ

り
内
容
を
変
更
す
る
場
合
あ
り
）。

海
フ
ェ
ス
タ
京
都
開
催
情
報　

第
２
弾
！

津
波
救
命
艇

帆
船

▪
“
海
の
貴
婦
人
”
海
王
丸

【
日
時
】
７
月
25
日
㈮
～
29
日
㈫

【
場
所
】
京
都
舞
鶴
港
西
港
第
２
ふ
頭

【
内
容
（
予
定
）】
船
内
見
学
や
セ
イ
ル

ド
リ
ル
な
ど

▲日本丸 （写真＝独立行政法人航海訓練所提供）
　【主な仕様】
❖全長…110㍍　　 ❖幅…13.8㍍
❖総㌧数…2,570㌧ ❖メインマスト高…43.5㍍
❖総帆数…36 枚　  ❖最大搭載人員…190 人

▲海王丸 （写真＝独立行政法人航海訓練所提供）
　【主な仕様】
❖全長…110㍍　　 ❖幅…13.8㍍
❖総㌧数…2,556㌧ ❖メインマスト高…43.5㍍
❖総帆数…36 枚　  ❖最大搭載人員…199 人

▲ライフシーダー（ ㈱信貴造船所 ）

　津波などが襲ってきたときに、高台
への避難が難しい人を助ける津波・水
害対応型救命艇。

【主な仕様】
❖長さ…6.79㍍　❖幅…2.78㍍
❖高さ…3.1㍍　  ❖重量…2.6㌧
❖設備…簡易トイレ　❖乗船定員…25 人
❖材質…ガラス繊維強化プラスチック
❖標準備品…防災ずきん、ボートフック、
バケツ、防水ライト、発炎筒、多機能ナイフ、
応急医療具、船酔い薬　など

　「
海
フ
ェ
ス
タ
京
都
」
の
開
催
に
合

わ
せ
７
月
１
日
㈫
～
８
月
31
日
㈰
に

関
連
イ
ベ
ン
ト
「
ま
い
づ
る
ま
ち
博
」

を
開
催
。
舞
鶴
の
歴
史
や
文
化
、
風
土

な
ど
舞
鶴
全
体
を
博
覧
会
に
見
立
て
、

ま
ち
の
魅
力
を
ま
ち
歩
き
や
ま
ち
体

験
で
紹
介
。
詳
細
は
決
ま
り
次
第
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
開
催
期
間
】

　
７
月
１
日
～
８
月
31
日

【
内
容
（
予
定
）】

　
❖
海
軍
ゆ
か
り
の
ま
ち
歩
き
❖
旧

国
鉄
廃
線
跡
ツ
ア
ー
❖
か
ま
ぼ
こ
手

作
り
体
験
❖
ま
ち
歩
き
・
ま
ち
体
験

マ
ッ
プ
ツ
ア
ー
な
ど

▼
詳
し
く
は
、
観
光
商
業
課
（
☎

66
・
１
０
２
４
）
へ
。

ま
い
づ
る
ま
ち
博

「
海
フ
ェ
ス
タ
京
都
」
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　クルーズ客船寄港時にさまざまな形でサポートいた
だける人を募集しています。皆さんのパワーで京都舞
鶴港へのクルーズ客船寄港を盛り上げてください（団
体・個人は問いません）。

【内容】
❖ふ頭内でのパフォーマンスや、ふるまい、日本の伝
統文化の紹介など
❖通訳ボランティア（英語・韓国語・中国語・ロシア語・
フランス語　など）
❖観光案内　❖出港見送り
▶詳しくは、観光商業課（☎ 66・1024）へ。

　京都舞鶴港に訪れたクルーズ客船の乗客の皆さんへ
のおもてなしと、まちのにぎわいを創出する「関係者
連絡会議」が設立されました。商工関係者や市内各高
等学校、ボランティア団体など、官民挙げての「舞鶴
らしいおもてなし」に取り組みます。
▶詳しくは、観光商業課（☎ 66・1024）へ。▪ダイヤモンド・プリンセス初寄港

　京都舞鶴港やクルーズの魅力を広く知ってもらおう
と「京都舞鶴港クルーズフォトコンテスト 2014」を実
施。作品を募集します。

【内容】2014 年、京都舞鶴港に寄港するクルーズ客船
で「舞鶴とクルーズ」をテーマに舞鶴をイメージさせ
る背景などが入っている写真

【応募方法】四つ切り（ワイド可）もしくは A4 サイズ
の単写真で1人２点以内。自作・未発表のものに限る（修
正や合成など加工したものは不可）。デジタルカメラで
撮影したものも可。

【申し込み方法】11 月４日㈫～ 28 日㈮に住所、氏名（ふ
りがな）、年齢、電話番号、作品のタイトル、撮影年月日、
撮影場所を記入して観光商業課へ郵送か持参。出展無
料。

【その他】１月に入賞作品を決定し赤れんがパークなど
で順次展示予定。入賞作品の著作権は主催者に帰属し
ます。作品は返却しません。
▶詳しくは、観光商業課（☎ 66・1024）へ。

▪クルーズフォトコンテスト 2014

▪クルーズおもてなし関係者連絡会議を設立

▪クルーズサポーター募集中

今年 京都舞鶴港に入港予定のクルーズ客船

▶詳しくは、みなと振興・国際交流課（☎ 66・1037）へ。

船名 入港予定日 総㌧数 全長（㍍） 乗客定員（人） 船籍

　ダイヤモンド・プリンセス 　4/30、6/15、7/3、7/21、9/22 116,000　 290　 2,670　 　バミューダ

　コスタ・ビクトリア 　5/25 75,166　 252.9　 2,394　 　イタリア
　飛鳥Ⅱ 　9/9、10/1 50,142　 241　 872　 　日本
　ぱしふぃっくびいなす 　5/11、7/30、8/2 26,594　 183.4　 620　 　日本
　にっぽん丸 　6/18 22,472　 166.6　 524　 　日本
　ロストラル 　10/16 10,944　 142.1　 264　 　フランス

　過去最大級（全長 290㍍、総トン数 116,000㌧）の
大型クルーズ客船「ダイヤモンド・プリンセス」が京
都舞鶴港に初寄港します。

【日時】４月 30 日㈬　７時 30 分入港予定
【場所】京都舞鶴港（西港）

京都舞鶴港NEWS

写真はダイヤモンド・プリンセス

▶詳しくは、みなと振興・国際交流課（☎ 66・1037）へ。
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市
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
い
て
い
く
子
ど
も
た
ち
の
能
力
や
資
質

を
育
成
す
る
た
め
、「
特
色
の
あ
る
教
育
」、「
質
の
高
い
教
育
」
が
受
け
ら
れ
る
環
境
と
「
安

心
し
て
学
べ
る
環
境
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

シ
リ
ー
ズ
市
政
の
「
今
」。
第
７
回
は
、
子
ど
も
た
ち
の
明
る
い
未
来
の
た
め
の
教
育

施
策
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

シリーズ  市政の「今」第７回

夢
に
向
か
い 

生
涯
で
輝
き 

絆
を
創
る

 
　
　
　 

学
び
合
う  

ま
い
づ
る
の
教
育
　
子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
夢
に
向

か
っ
て
挑
戦
す
る
に
は
、
そ
れ
に

必
要
な
学
力
と
社
会
を
生
き
抜
く

た
く
ま
し
い
力
を
付
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
学
校
で
は
一
人
ひ
と

り
に
目
の
行
き
届
い
た
指
導
を
行

う
た
め
、
少
人
数
授
業
の
実
施
や

授
業
改
善
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
中
学
校
で
は
、
子
ど
も
た

ち
の
夢
を
育
み
、
夢
の
実
現
を
支

え
、
将
来
、
社
会
に
貢
献
で
き
る

人
材
を
育
成
す
る
た
め
、「
夢
チ
ャ

レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
を
実

施
。
市
内
統
一
学
力
テ
ス
ト
の
実

施
や
英
語
検
定
受
験
の
支
援
、
外

部
有
識
者
か
ら
助
言
を
受
け
る
な

ど
、
学
力
向
上
に
向
け
た
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
成
長
期
に
あ
る
中
学
生
の
心
身

の
健
全
な
発
達
と
望
ま
し
い
食
習

慣
の
形
成
の
た
め
、
中
学
校
給
食

の
全
校
実
施
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
に
は
、
ス
ク
ー
ル

ラ
ン
チ
方
式
に
よ
り
、
若
浦
・
和

田
・
加
佐
の
３
つ
の
中
学
校
を
モ

デ
ル
校
と
し
て
試
行
し
ま
し
た
。

　
そ
の
効
果
や
実
施
上
の
課
題
を

整
理
し
た
上
で
、
平
成
25
年
度
に

　
学
校
は
、
児
童
・
生
徒
が
一
日

の
大
半
を
過
ご
す
学
習
と
生
活
の

場
で
あ
り
、
ま
た
、
地
域
住
民
の

応
急
避
難
所
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
年
月
と
と
も
に
古
く
な
る
校
舎

や
水
は
け
の
悪
く
な
っ
た
グ
ラ
ウ

ン
ド
な
ど
大
規
模
な
改
造
工
事
を

実
施
し
、
施
設
の
長
寿
命
化
と
質

的
向
上
を
図
り
、
安
全
で
安
心
の

で
き
る
学
校
施
設
の
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
の
耐
震
化
工
事
を

他
市
に
先
駆
け
て
実
施
。
平
成
23

年
度
の
白
糸
中
学
校
の
校
舎
改
築

に
よ
り
、
す
べ
て
の
小
・
中
学
校

の
耐
震
化
が
完
了
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
快
適
な
学
習
環
境
の

整
備
の
た
め
、
普
通
教
室
に
エ
ア

コ
ン
を
設
置
。
平
成
23
年
度
に
す

べ
て
の
中
学
校
で
、
平
成
25
年
度

に
は
す
べ
て
の
小
学
校
で
設
置
が

完
了
し
、
子
ど
も
た
ち
が
よ
り
勉

強
し
や
す
い
環
境
と
な
り
ま
し
た
。

  

安
心
・
安
全
、
快
適
な

　
　
　
　
教
育
環
境
を
整
備

  

子
ど
も
た
ち
の

             

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
支
援

  

中
学
校
給
食
の
実
施

は
、
白
糸
・
青
葉
中
学
校
で
開
始

し
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
10
月
に
は
、
城
北
・

城
南
中
学
校
に
お
い
て
実
施
す
る

予
定
で
、
こ
れ
に
よ
り
、
市
内
の

す
べ
て
の
中
学
校
で
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

③

▲引き揚げの歴史を学ぶ余内小の児童（引揚記念館） ▲給食の配膳準備（青葉中）

▲夢チャレンジテストを実施（白糸中）

▲中学校給食を実施（和田中）▲地域の方と校庭にフジバカマを植える（城北中）
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豊
か
な
人
間
性
を
培
う
一
人

 

ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
教
育

　「
命
を
大
切
に
す
る
心
」、「
他

人
を
思
い
や
る
心
」
な
ど
の
規
範

意
識
を
育
て
る
た
め
、
小
学
校
で

は
、「
ふ
る
さ
と
学
習
」
と
し
て

引
揚
記
念
館
を
見
学
し
、
引
き
揚

げ
の
歴
史
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
中
学
校
で
は
、
地
域
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
積
極
的
に
実

施
し
、
生
徒
の
地
域
社
会
の
一
員
と

し
て
の
自
覚
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
児
童
・
生
徒
の
個
性

や
能
力
を
伸
ば
す
た
め
、
特
別
支

援
教
育
支
援
員
を
配
置
し
、
支
援

が
必
要
な
児
童
・
生
徒
に
学
習
能

力
に
応
じ
た
支
援
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
か
ら
姉
妹
都
市
や
友

好
都
市
で
あ
る
ナ
ホ
ト
カ
市
（
ロ

シ
ア
）、
大
連
市
（
中
国
）、
ポ
ー

ツ
マ
ス
市
（
英
国
）
と
ス
ポ
ー
ツ

や
文
化
を
通
じ
て
、
積
極
的
に
交

流
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
子
ど
も
た
ち

の
語
学
力
の
向
上
や
国
際
的
な
視

野
を
養
う
た
め
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
市

訪
問
青
少
年
英
語
研
修
事
業
を
実

施
。
平
成
25
年
度
で
15
回
目
の
派

遣
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
に
述
べ
２

３
７
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
25
年
12
月
に
は
、

初
め
て
浦
項
市
（
韓
国
）
に
「
舞

鶴
市
青
少
年
交
流
訪
問
団
」
を
派

遣
。
異
な
る
言
語
や
文
化
な
ど
、

相
互
理
解
を
深
め
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
図
り

ま
し
た
。
市
で
は
、
引
き
続
き
、

海
外
研
修
や
文
化
交
流
を
積
極
的

に
進
め
て
い
き
ま
す
。

  

国
際
的
な
視
野
の
醸
成

▲小人数授業の実施（倉梯小）

▲武道場を新築（城南中）

▲新舞鶴小の南舎の耐震化や内装を改修

▲ポーツマス市訪問青少年英語研修の様子

▲中舞鶴小のグラウンドを整備

▲引き揚げの歴史を学ぶ余内小の児童（引揚記念館）

▲新しい武道場でけいこに励む（城南中）

▲水はけの良くなったグラウンドで遊ぶ子どもたち（中舞鶴小）

▲明るくなった校舎で学ぶ（新舞鶴小）

▲地域の方と校庭にフジバカマを植える（城北中）▲キレイになったトイレ（新舞鶴小）
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　自治会などを対象
に地域の集会所で体
操をされるグループ
に運動指導員を派遣
しています。昨年度
は約 50 団体が利用さ
れ、楽しく運動に取

3.4
3.3
3.2
3.1
3.0
2.9
2.8
2.7

【 運 動 量 】

大浦
朝来
志楽

倉梯
倉梯第二
与保呂

新舞鶴
三笠

中舞鶴 余内
明倫
吉原
福井

高野
中筋
池内

岡田
由良川

3.4
3.3
3.2
3.1
3.0
2.9
2.8

【 社会的交流 】

大浦
朝来
志楽

倉梯
倉梯第二
与保呂

新舞鶴
三笠

中舞鶴 余内
明倫
吉原
福井

高野
中筋
池内

岡田
由良川

3.3
3.2
3.1
3.0
2.9
2.8
2.7

【 摂取カロリー 】

大浦
朝来
志楽

倉梯
倉梯第二
与保呂

新舞鶴
三笠

中舞鶴 余内
明倫
吉原
福井

高野
中筋
池内

岡田
由良川

3.7
3.6
3.5
3.4
3.3
3.2
3.1

【 運動機能 （立ち上がる、歩くなど）】

大浦
朝来
志楽

倉梯
倉梯第二
与保呂

新舞鶴
三笠

中舞鶴 余内
明倫
吉原
福井

高野
中筋
池内

岡田
由良川

3.6

3.5

3.4

3.3

3.2

【 心の健康 】

大浦
朝来
志楽

倉梯
倉梯第二
与保呂

新舞鶴
三笠

中舞鶴 余内
明倫
吉原
福井

高野
中筋
池内

岡田
由良川

※（　　　）は平成 24 年度。（　　　）は平成 25 年度。
　
高
齢
者
の
生
活
状
況
を
把
握

し
、
地
域
に
合
っ
た
健
康
づ
く
り

や
介
護
予
防
の
取
り
組
み
を
進
め

る
た
め
、
今
年
度
も
京
都
大
大
学

院
医
学
研
究
科
の
協
力
で
「
は
つ

ら
つ
度
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し

ま
し
た
。
対
象
は
介
護
認
定
を
受

け
て
い
な
い
65
歳
以
上
の
市
民
１

万
８
，
９
２
９
人
（
回
答
者
１
万

３
０
９
人
。
回
答
率
54
・
５
㌫
）。

　
結
果
は
昨
年
と
比
べ
、
特
に
運

動
量
と
運
動
機
能
が
向
上
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
心
の
健
康
、
摂
取

カ
ロ
リ
ー
も
す
べ
て
の
地
域
で
向

上
し
て
い
ま
す
。
市
が
実
施
し
た

介
護
予
防
教
室
な
ど
の
参
加
者
は

年
々
増
え
て
お
り
、
昨
年
度
は
延

べ
１
万
７
，
３
３
４
人
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
健
康
に
対

す
る
意
識
の
向
上
が
自
然
と
行
動

に
結
び
つ
き
、
良
い
結
果
に
つ
な

が
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
結
果
を
参
考
に
、
今
年
度

も
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
介
護

予
防
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、高
齢
者
支
援
課（
☎

66
・
１
０
１
２
）
へ
。

※それぞれの要因を５点満点とし、地域別に比較。どの要因も数値
が少ないほど、要介護のリスクが高くなります。

24 年 25 年
週１回以上ウオーキング習慣がある人 58㌫ 61㌫ ↑ ◎
運動機能が低下している人 28㌫ 21㌫ ↓ ◎
週３回以上、魚を食べる習慣がある人 73㌫ 72㌫ → △
連絡を取り合う友人がいない人 23㌫ 19㌫ ↓ ◎
気分が落ち込みやすい人 47㌫ 42㌫ ↓ ◎

そのほかのアンケート結果（昨年との比較） 

集会所などに運動指導員を派遣

り組まれています（月２回まで、半年間無料）。
▶詳しくは、高齢者支援課（☎ 66・1012）へ。

運
動
量
・
運
動
機
能
が
向
上

は
つ
ら
つ
度
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

介護予防

個別に送付したアンケート結果の発行元の記載に誤りがありました。
誤）伊根町保健センター☎ 0772・32・3031  →  正）舞鶴市役所高齢者支援課☎ 0773・66・1012お詫び
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社会福祉の功績者に表彰

　市内の福祉関係者が集う「社会福祉大会」が３月２日、中総
合会館で開催。社会福祉功労者の表彰などが行われ、誰もが心
豊かに暮らせる地域社会の実現に向け決意を新たにしました。
　市と市社会福祉協議会が主催し、福祉関係者ら約 150 人が
出席。長年に渡り、福祉活動に携わった民生委員・児童委員や
福祉施設の職員、ボランティア団体など 64 人、５団体に多々
見市長と坂根章・社会福祉協議会会長から表彰状が贈られまし
た。また、市社会福祉協議会への寄付者３人と２団体には感謝
状が渡されました。
　その後、市内の高校生４人が社会福祉施設での体験を発表。

「利用者の方を笑顔にできる介護福祉士になりたい」「車いすで
移動するときにかける一声はすごく安心感を与えます。言葉の
力を確認した」などと体験を語りました。

　《保健福祉企画課、社会福祉協議会》

　
４
月
か
ら
70
～
74
歳
の
国
民
健

康
保
険
（
国
保
）
加
入
者
の
医
療

費
の
窓
口
負
担
が
変
わ
り
ま
す
。

　
今
ま
で
国
の
特
例
措
置
に
よ
り

窓
口
負
担
は
１
割
（
法
律
上
２

割
）
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
措
置
が
見
直
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

老
人
医
療
助
成
制
度
の
特
例
措
置

　
見
直
し
は
、
高
齢
の
方
の
生
活

に
大
き
な
影
響
が
生
じ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
平
成
26
年
４
月
２
日

以
降
に
70
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る

人
か
ら
段
階
的
に
実
施
し
ま
す
。

　
府
と
市
で
実
施
し
て
い
る
老
人

▲市長から社会福祉功
労者表彰を受ける

◀社会福祉施設での
体験を発表

医
療
費
助
成
制
度
（
マ
ル
老
）
に

該
当
し
て
い
る
人
は
70
歳
に
な
っ

て
も
平
成
26
年
度
中
に
限
り
引
き

続
き
１
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
対
象
者
と
窓
口
負
担

▪
26
年
４
月
１
日
ま
で
に
70
歳
を

迎
え
た
人

　
窓
口
負
担
は
１
割
（
現
役
並
み

所
得
者
は
３
割
）

▪
26
年
４
月
２
日
以
降
に
70
歳
を

迎
え
る
人

　
窓
口
負
担
は
70
歳
を
迎
え
た
月

の
翌
月
か
ら
２
割
（
現
役
並
み
所

得
者
は
３
割
）、
マ
ル
老
に
該
当

し
て
い
る
人
は
１
割

※
詳
細
は
上
表
の
と
お
り
　

▼
マ
ル
老
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
保
険
医
療
課
後
期
高
齢
・
福

祉
医
療
係
（
☎
66
・
１
０
７
５
）

へ
。

▼
国
保
の
負
担
割
合
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
は
、
同
課
国
民
健
康

保
険
係
（
☎
66
・
１
０
０
３
）
へ
。

▼
社
会
保
険
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
各
職
場
へ
。

社会福祉
大会

【※１】
　現役並みの所得者（住民税課税所得が 145 万円以上）がい
　る世帯はこれまでどおり３割負担。

【※２】
　マル老の該当の判定は８月。７月までは平成 24 年、８月か
　らは平成 25 年の所得状況に応じて判定。

【※３】
　マル老の特例措置は 26 年度中に限る。

【注意】
　医療費の助成制度には、重度心身障害者医療の助成制度もあ
　り、上表の負担割合に当てはまらない場合もあります。

【平成26年度中の医療費の窓口負担割合】

マル老

70 ～ 74 歳

26 年４月１日までに 70 歳を
迎えた人

（昭和19年4月1日以前生まれ）

26 年４月２日以降に 70 歳を
迎える人

（昭和19年4月2日以降生まれ）

非該当

３割
（※１）

３割
（※１）

１割 ２割

該当
（※２） ― １割

（※３）

医
療
費
の
窓
口
負
担
を
見
直
し

70
～
74
歳
の
皆
さ
ん
へ

国保
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　毎日夕方に通信状況の確認のため定時に流
している防災行政無線の音楽を４月１日～ 30
日、「市制施行 70 周年記念事業」で作製した
舞鶴イメージソング『My hometown 舞鶴 - こ
のタカラモノを未来へ -（ピアノバージョン）』
に変更します（５月以降の音楽は現在調整中）。
　また、夕方の放送時間も４～９月まで 18 時
に変更。なお、一部地域に流している正午の音
楽は、４～６月まで「エーデルワイス」を放送
します。

▶詳しくは、危機管理・防災課（☎ 66・1089）へ。

舞
鶴
市
火
災
予
防
条
例
（
案
）
に
意
見
を

安
全
に
楽
し
め
る
催
し
へ

パブリック
コメント

　
市
で
は
、
昨
年
近
隣
市
の
花
火

大
会
で
発
生
し
た
火
災
の
教
訓
を

踏
ま
え
、
屋
外
の
催
し
で
の
防
火

管
理
体
制
の
構
築
を
図
る
た
め
、

大
規
模
な
催
し
を
す
る
主
催
者
に

対
し
、
防
火
担
当
者
を
定
め
、
火

災
予
防
の
計
画
書
の
作
成
を
義
務

付
け
る
「
舞
鶴
市
火
災
予
防
条

例
」
の
改
正
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
条
例
（
案
）
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
、
市
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
手
続
き
制
度
に
基
づ

き
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

　
提
出
方
法
　

　
様
式
は
自
由
。
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、「
舞
鶴
市

火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
（
案
）
に
対
す
る
意
見
」

と
明
記
し
、
郵
送
か
持
参
、
フ
ァ

ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
消
防
本
部

へ
。
匿
名
、
電
話
、
口
頭
に
よ
る

意
見
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

　

募
集
期
間　

　
４
月
28
日
㈪
ま
で

　

骨
子
（
案
）
の
公
表
場
所
　

　
消
防
本
部
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ

ー
、
西
支
所
、
加
佐
分
室
、
各
公

民
館
、
大
浦
・
城
南
会
館
、
東
・

西
図
書
館
、
東
・
西
消
防
署
、
東

消
防
署
中
出
張
所
で
閲
覧
可
。

市
・
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
。

　

提
出
さ
れ
た
意
見
の
取
り
扱
い

　
提
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
を
考
慮

し
て
最
終
案
を
作
成
。
ま
た
、
意

見
の
概
要
と
意
見
に
対
す
る
市
の

考
え
方
を
整
理
し
公
表
し
ま
す

（
氏
名
な
ど
は
公
表
し
ま
せ
ん
）。

▼
詳
し
く
は
、
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
66
・
１
１
９
１
、
ＦＡＸ
64
・
５

５
２
０
）
へ
。

【 条例の主な改正点 】

①指定催しの指定

　消防長は、祭礼、縁日、花火大会その他の
者の集合する屋外での催しのうち、大規模な
ものとして消防長が定める要件に該当するも
ので、火災が発生した場合に人命及び財産に
特に重大な被害を与えるおそれがあると認め
るものを「指定催し」として指定します。
　なお、催しを指定するときは、あらかじめ
催しを主催する者の意見を聴き、これを指定
した際は催しを主催する者に通知し、公示し
ます。

②指定催しの防火
管理

　①の指定催しの指定を受けた催しを主催す
る者は、「防火担当者」を定め、当該催しに
対する「火災予防上必要な業務に関する計画」
を作成させるとともに、当該計画に基づく業
務を行わせることを義務付けます。
　また、指定催しを開催する日の 14 日前ま
でに当該計画を消防署長へ提出することを義
務付けます。

③露店開設の届出

　祭礼、縁日、花火大会、展示会その他多数
の者の集合する催しに際して対象火気器具等
を使用する露店を開設する場合は、「火災と
まぎらわしい煙等を発するおそれのある行為
等の届出」を消防署長へ届け出ることを義務
付けます。

④罰則
　①の指定催しを主催する者に対し、火災予
防上必要な業務に関する計画を提出しなかっ
た場合、罰則を科することを定めます。

発行手続きは税務課へ
り災証明書

舞鶴イメージソングを試験放送
防災行政無線からの音楽

　４月１日から「り災証明書（火災以外）」
　の申請窓口を税務課に統一します。

　今までは、市が災害対策（警戒）本部を設
置したときの災害は税務課、それ以外は危機
管理・防災課が窓口となっていました。
　なお、火災による「り災証明書」の申請窓
口は、従来どおり東・西消防署です。

▶詳しくは、税務課（☎ 66・1027）へ。
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　市の政策について、市民の皆さんと共に議論・評価し、
今後の政策へのご意見をいただく「市民による政策評
価会」（以下評価会）を開催。参加していただく市民判
定員を募集します。
　この評価会は、昨年度、市の事業・施策を市民の皆
さんに評価していただき、意見をいただく機会として
実施した「公開事業評価」を発展させ、名称を変更し
実施するものです。

【日時】６月１日㈰９時～ 18 時
【場所】市政記念館
【内容】市の政策について説明を聞き、それを受けた市
民評価員などの議論を傍聴し政策を評価。
※質問や意見の表明も可。

【応募資格】市内在住の 18 歳以上の人
【募集定員】３人
【申し込み方法】４月 11 日㈮までに電話で企画政策
課へ。

【その他】公募に加え、無作為抽出による市民判定員の
募集も実施（定員 15 人）。
▶詳しくは、企画政策課（☎ 66・1042）へ。

　市民の皆さんと市職員が、公共政策について共に学
ぶ「政策づくり塾」を開設。塾生を募集します。

【開催日程】４月～来年３月に月１～２回程度。
18 時 30 分～ 20 時 30 分

【場所】西駅交流センター　ほか
【内容】
《第一部》市の政策のつくり方を学ぶ
　❖公共政策や市の政策に関する講義
　❖市の課題の解決方法をグループワークで検討

《第二部》地域での公共活動を学ぶ
　❖地域公共活動に関する講義
　❖地域公共活動を実践・報告

【塾長】窪田好男・京都府立大公共政策学部准教授
【応募資格】市内在住か在勤の 30 歳～ 49 歳の人
【募集定員】６人程度（多数の場合抽選）
【申し込み方法】４月 11 日㈮までに、住所、氏名、年齢、
性別、電話番号、応募にあたっての思い（テーマは自由）
を記載し、郵送か持参、ファクス、電子メールで企画
政策課へ提出。様式は自由。
▶詳しくは、企画政策課（☎ 66・1042）へ。

政策評価判定員を募集 「政策づくり塾」塾生を募集

　消費税法などの改正により、消費税率 ( 地方消費税
率を含む）が５㌫から８㌫へ引き上げられたことに伴
い、４月１日から消費税（地方消費税を含む）相当額
の増額分を水道料金・簡易水道使用料金、加入金およ
び下水道使用料に反映しますので、ご理解いただきま
すようお願いします。
　なお、水道料金と簡易水道使用料金、公共下水道使
用料は、消費税法の経過措置に基づき、３月 31 日以前
からご使用され、４月１日以降も継続してご使用の方
は、４月以降２回目の検針分からの適用となります。
　また、特定環境保全公共下水道・農業集落排水・漁
業集落排水・公設浄化槽をご使用の方は、定額使用料
のため４月使用分からの適用となります。

▶水道料金に関する問い合わせは、水道部業務課（☎
62・1632）、下水道使用料に関する問い合わせは、
下水道総務課（☎ 66・1028）へ。

消費税改定による
上・下水道料金などの変更

　市民病院跡地利用のあり方懇話会（座長 宗本順三 
京都美術工芸大教授 京都大名誉教授）では、４月に
移転する市民病院の跡地利用のあり方について、半年
間にわたり議論が行われ、３月 17 日に市長へ「提言書」
が提出されました。
　提言では「市民の健康増進や、世代・障害の有無を
超えた多様な交流・にぎわいの拠点」として利用する
方向性などが示されました（提言書は市ホームページ
で閲覧可）。
　今後、市では提言を十分に踏まえ、具体的な跡地利
用を検討します。
▶詳しくは、企画政策課（☎ 66・1042）へ。

「市民病院跡地利用のあり方懇話会」
から提言

▲提言書を市長へ手渡す市民病院跡地利用のあり方懇話会の皆さん
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　「舞鶴総踊り祭（まいづる総おどり）」は、踊りを通
じて人々の心を感動の絆で結び、舞鶴の明るい未来を
築くために開催する祭りです。参加のルールは「心を
込めて踊る」こと。普段から踊りをしている人のほか、
学校や会社、友達同士での参加もお待ちしています。

【日時】８月３日㈰ 10 時～ 17 時
【場所】赤れんがパーク周辺と大野辺緑地
【申し込み方法】６月 30 日㈪までに電話で舞鶴青年
会議所事務局（☎ 77・1006）へ。

「まいづる総おどり」参加団体を募集 市民スポーツ祭の参加者募集
昨年に引き続き、開催決定！ みんなで参加して気分爽快！

「吉田のしだれ桜」見に行きませんか？

【日時】４月 12 日㈯ 18 時から
【場所】瑠璃寺（吉田）
【内容】しだれ桜のライトアップやキャンドルの点灯、
アカペラやオカリナの演奏など

【その他】キャンドルの点火ボランティアも募集（15

【日程】❖６月１日㈰が一般・障害者・体験会
❖６月７日㈯が中学生

【場所】文化公園体育館ほか
【種目】
❖中学生…剣道、サッカー、柔道、ソフトテニス、ソフトボー
ル、卓球、バスケットボール、バレーボール、野球
❖一般（社会人）…ゲートボール、ショートテニス、ソ
フトテニス、ソフトバレーボール、ソフトボール、卓球、
テニス、バドミントン、野球
❖障害者…卓球バレー

▲いろいろなジャンルのおどりが集合（昨年の様子） ▲マイパックを楽しむ

▲吉田のしだれ桜（左下）とキャンドルイルミネーション（右上）

市内周遊「ループバス」運行開始
バスを使って春の舞鶴を散歩

　市内の観光施設を
めぐる「ループバス」
を 3 月 21 日 ㈷ か ら
運行しています。「か
まぼこ手形」を購入
すると京都交通の市
内路線バス・ループ
バスが 1 日乗り放題。
　また、「海軍ゆかり
の港めぐり遊覧船」
の乗船料が半額（大
人1,000円が500円）
になる特典も。

【期間】11 月 30 日㈰までの土・日・祝日
【ループバス】まちなかループ９時 30 分～ 15 時（12 便）、
おおうらループ９時 40 分～ 16 時 10 分（５便）、料金
200 円（1 乗車、小人半額）

【かまぼこ手形】大人 1,000 円　小人 500 円（京都交通
バス案内所などで販売）
▶詳しくは、舞鶴観光協会（まいづる観光ステーション、
☎ 75・8600）へ。

キャンドルで彩られる春

❖体験会（誰でも参加可）…
マイパック、グラウンドゴル
フ、ターゲットバードゴルフ
などのニュースポーツ

【申し込み方法】４月 21 日
㈪～５月 14 日㈬までに所
定の用紙（スポーツ振興課、
東・文化公園体育館などに備
え付け。市ホームページから
ダウンロード可）で同課（☎
66・1058）へ。

時集合。申し込みが必要）
【 申 し 込 み 方 法 】 電話
で瑠璃寺しだれ桜を守る
会 の 高 田 さ ん（ ☎ 77・
0503）へ。
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ゆうらんせん
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市内 KTR 各駅の愛称名が決定
「四所」「東雲」「丹後神崎」

▲しだれ桜が美しい四所駅前

　五老スカイタワーで毎年５月に揚げるこいのぼりの
寄贈をお願いします。寄贈いただける人は、同タワー
まで連絡を（返却はできません。ナイロンなど化学繊
維のものに限る。直接持参）。
▶詳しくは、五老スカイタワー（☎ 66・2582）へ。

皐月の空を元気に泳ぐ

▲昨年の様子

こいのぼりの寄贈のお願い

　市内にある北近畿タンゴ鉄道（KTR）の３駅の
愛称名が決まりました。これは KTR の利用促進と
駅の知名度をアピールしようと実施したもので、駅
周辺に住む市民から募集し、47 件の応募の中から
次のとおり選ばれました。
　▪四所駅　「四所しだれ桜公園駅」
　▪東雲駅　「安寿の里駅」
　▪丹後神崎駅　「神崎海水浴場駅」
▶詳しくは、企画政策課（☎ 66・1042）へ。

▲東雲駅近くで行われる安寿姫塚夜祭

丹後神崎駅に近い
神崎海水浴場　▶

あぐりブランドの推奨品

▲まんがんたまご有精卵

とびっきりやね。これ！舞鶴そだち

　ふるさと舞鶴あぐりブランド推奨制度
の推奨品２品を更新。２月 27 日に市役
所で行われた同推奨懇話会の意見を受け
決定したもので、農家や加工グループが
こだわりを持って作った農産物や加工品
などを推奨し舞鶴産品のブランド化やＰＲ、地産地消を
進めようとするもの。推奨期間は２年間。推奨品は全部
で 26 品。「とびっきりやね。これ！舞鶴そだち」の推
奨シール（右上）が目印。いずれも市内の直売所などで
取り扱っています。更新した推奨品は次のとおり。
　❖まんがんたまご 有精卵（生産者：霜尾政幸）
　❖大浦みかんゼリー（生産者：舞鶴ふるるファーム）
▶詳しくは、農林課（☎ 66・1023）へ。

▲推奨マーク

▲大浦みかんゼリー

大庄屋の暮らしに思いを馳せる

　江戸時代の農家住宅で国
の重要文化財に指定されて
いる行永家住宅の一般公開
を行います。入場無料。

【日時】４月 29 日㈷
10 時～ 16 時

【場所】行永家住宅（小倉）
【その他】華展やコーヒー・
ぜんざいの販売
▶詳しくは、社会教育課

（☎ 66・1073）へ。 ▲行永家住宅

行永家住宅　春の一般公開国重要文化財

位置図
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育英資金のお知らせ

　高校や大学などに進学した人で、経済的な理由に
より修学が困難な場合に「育英資金」が利用できます。

【支給要件】
❖修学支援金・奨学金…高校など：市民税非課税世
帯（府の高等学校奨学金の受給世帯を除く）
❖通学費補助金…高校など : 低所得世帯（生活保護
基準の 1.3 倍以内）
❖入学支度金（今春入学者のみ）…高校など：市民
税非課税世帯、大学・専修学校：低所得世帯

【申し込み方法】６月 30 日㈪までに所定の用紙（学
校教育課に備え付け）で。
▶詳しくは、学校教育課（☎ 66・1072）へ。

投
票
箱 投票日時　４月６日（日）７時～ 20 時

京都府知事選挙

▶詳しくは、市選挙管理委員会事務局（総務課内、☎66・1044）へ。

期日前投票・不在者投票
３月 21 日（金）～４月５日（土）８時 30 分～ 20 時

市役所、西支所、加佐分室で土・日曜日も投票できます
　期日前投票をされる場合は、投票所入場券の裏面の「期日前投票宣誓書」に
必要事項を記入の上、ご持参ください。
　なお、「期日前投票宣誓書」は、期日前投票所にも用意してあります。

　高校生までの子どもを扶養している母子家庭や父親
に一定以上の障害があり、所得が限度額以下の家庭を
対象に「母子家庭奨学金」が支給されます。

【支給額（年額）】
　❖乳幼児…11,000 円　❖小学生…21,500 円
　❖中学生…43,000 円　❖高校生…64,000 円

【申込期日】
　５月 30 日㈮まで（６月以降に申請した場合は月割
で支給）。毎年申請が必要。
▶詳しくは、子ども支援課（☎ 66・1094）か西支所
保健福祉係（☎ 77 ・2253）へ。

母子家庭奨学金のご利用を

就業支援センター  ハローワークのサービスを一体化

　４月から就業支援センターをハローワークの就職
相談・紹介と市の就労支援などのサービスを一体化
し、きめ細やかで総合的な就労支援を行う「舞鶴の
ローカルハローワーク」として充実します。
　ハローワークでの職業紹介や相談が毎日利用でき
るなど市民の皆さんの就職活動を応援していきま
す。
▶詳しくは、産業振興・雇用対策課（☎ 66・1021）へ。

　児童扶養手当法の一部が改正され、平成 26 年４月
から児童扶養手当の月額が変わります。

▶詳しくは、子ども支援課（☎ 66・1094）へ。

改定月 平成 25 年 10 月～ 平成 26 年４月～

全部支給 41,140 円 41,020 円

一部支給 41,130 円～ 9,710 円 41,010 円～ 9,680 円

振込月 平成 25 年 12 月 平成 26 年８月

※児童が２人のときは上記金額に 5,000 円を加算。３人
目からは１人増えるごとに 3,000 円が加算されます。

児童扶養手当の月額が改定

　祝日や年末年始を除く毎週水曜日は、19 時まで市民
課と西支所市民・年金係の窓口が利用できます（年金
業務を除く）。

《受付内容》
❖戸籍（出生・死亡・婚姻届など）・転出・転入（特例
を除く）・転居の届け出❖印鑑登録❖戸籍謄・抄本、住
民票写し、印鑑登録証明の発行など
▶詳しくは、市民課（☎ 66・1001）か西支所市民・
年金係（☎ 77・2252）へ。

市役所　時間外窓口のご利用を
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▪平成 26 年度　固定資産税納税通知書を送付
　平成 26 年度の固定資産税額が決まり、市内に土地・
家屋などを所有している方に納税通知書を発送しまし
た。土地の住宅特例措置や新築家屋に係る軽減が適用
されているかなど、同封の課税明細書で確認できます。
▪納付窓口に郵便局、コンビニが利用可能です
　固定資産税が、近畿２府４県のゆうちょ銀行・郵便
局と全国のコンビニエンスストア各店舗で納付できま
す。これまでの金融機関窓口とともにご利用下さい。
　ただし、納付額が 30 万円を超えるものは、コンビ
ニエンスストアでは利用できません。
▪土地の住宅特例措置の適用について
　住宅やアパート等の居住用の建物が建っている土地

（住宅用地）の課税標準額は、一定の要件を満たすと
その価格の６分の１または３分の１に減額する特例措
置があります。特例措置の適用については、課税明細
書に「住宅用地」と表示しています。
▪新築家屋に係る軽減について
　居住用に新築された家屋で、一定の要件を満たして
いれば、新築後一定期間（下記）、120 平方㍍までの
床面積について固定資産税が２分の１に軽減されま
す。
　　　　　　　　　【軽減適用期間】

　軽減の適用については、課税明細書の摘要欄に「新
築軽減」「新築軽減（長期）」と表示しています。なお、
軽減適用期間が終了後、本来の税額に戻りますのでご
注意下さい。
▶詳しくは、税務課（☎ 66・1027）へ。

固定資産税のお知らせ

　所有している固定資産と市内のほかの土地・家屋の
価格とを比較できるよう、固定資産縦覧帳簿を縦覧す
ることができます。
　「固定資産縦覧帳簿（土地）」には所在地・地目・地積・
評価額、「固定資産縦覧帳簿（家屋）」には所在地・用途・
床面積・構造・家屋番号・評価額が掲載されています。

【期間】　４月１日㈫～４月 30 日㈬まで
　　　　（土・日、祝日を除く８時 30 分～ 17 時 15 分）

【場所】　市役所税務課
【縦覧のできる人】　固定資産税（土地・家屋）の納税
者本人か委任状を持った代理人

【審査の申し出】　固定資産の価格に不服がある場合
は、固定資産評価審査委員会に審査を申し出ることが
できます。期間は納税通知書を受け取った日の翌日か
ら 60 日以内。

【閲覧】　固定資産税課税台帳に登録された内容は随時
閲覧できます。閲覧できるのは所有者本人か委任状を
持った代理人。借地人､ 借家人 ( 契約書などの関係が
確認できる書類が必要 ) も使用または収益の対象とな
る部分については閲覧ができます。いずれも本人確認
できるもの（免許証など）が必要。
▶詳しくは、税務課（☎ 66・1027）へ。

　一般の住宅（下記以外） ３年間

　長期優良住宅 ５年間

　３階建以上の中高層耐火住宅など ５年間

　長期優良住宅 ７年間 

固定資産価格などの縦覧

市税などの納付は口座振替で

　市税などの納付には、納め忘れがなくて便利な口座
振替をぜひご利用ください。
　固定資産税の第１期分から口座振替を希望する場合
は、通帳・届出印・納税通知書を持って、４月 15 日
㈫までに市内の金融機関の窓口で申し込んでください

（郵便局の場合は第２期分から）。
　納期限を過ぎて 20 日以内に納付がない場合は、督
促状を発送します（督促状発送後、市税は京都地方税
機構（☎ 0773・56・0340）へ徴収業務を移管）。
期限内の納付にご協力をお願いします。
▶詳しくは、税務課（☎ 66・1025）へ。

　国民年金保険料は、所得が少ないときや失業などで
保険料を納付することが困難な場合に免除の申請がで
きます。このたび、法律の改正で次のとおり免除の対
象となる期間が拡大されます。

【改正前】　申請の直前の７月までの１年以内
【改正後】　申請時点から２年１か月前まで

▶詳しくは、市民相談課（☎ 66・1004）へ。

【（例）平成 26 年 4 月に免除申請した場合】

改正前

改正後

24 年 3 月 25 年 7 月 26 年 4 月 26 年 6 月

免除の対象となる期間

免除の対象となる期間

国民年金保険料　免除の対象となる期間が拡大

【日時】 ４月 14 日㈪～ 25 日㈮の平日
【場所】 市内の集会所など 70 か所
【対象】 生後 91 日以上の飼い犬
【料金】 ❖登録犬…3,200 円
　　　 ❖未登録犬…6,200 円（登録手数料含む）
▶詳しくは、生活環境課（☎ 66・1005）へ。

狂犬病の予防注射を
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防災ひとくちメモ 「春の嵐」「メイストーム」にご注意を

　３～５月にかけては、日本付近で急速に発達した低
気圧によって、「春の嵐」や「メイストーム（５月の嵐）」
と呼ばれる台風並みの暴風が発生しやすい季節です。
　常に天気予報やニュースなど、気象情報に注意して、
大荒れの天気が予想されるときは、台風と同じように
警戒してください。

「引き揚げ」の記憶を次世代へ

　引揚記念館に展示・保管している海外からの引き
揚げやシベリア抑留などに関する約１万２千点の資
料の中から、今回は「軍

ぐ ん か

靴」を紹介します。

　軍靴とは文字通り軍隊用の靴のことで、編
へ ん じ ょ う か

上靴と
も呼ばれます。主に牛の革が使用されていました
が、大戦末期になると豚や馬、サメの革なども登場
しました。
　当館に展示されている軍靴には牛革のものもあり
ますが、今回紹介する軍靴は終戦直後に朝鮮半島北
部で支給されたもので、豚革か馬革ではないかと推
測されます。
　持ち主は、朝鮮半島の北部で支給を受けた後、ソ
連の沿海州を経由して当時ソ連領下にあった中央ア
ジアのウズベキスタンへ連行されました。沿海州か
ら列車に乗せられ、25 日間の移動中、すし詰め状
態の車内では軍靴を履いて立ったまま寝ることも
あったそうです。
　ウズベキスタン到着後は、劇場の建設作業などに
従事させられ、足元の悪い状況で重い資材の運搬を
していたため、油断すると大けがをする危険な状況 ▶詳しくは、引揚記念館（☎ 68・0836）へ。

でした。そのような中で日本軍から支給された軍靴
は足にぴったりと合って、履き心地もよく作業もは
かどったといいます。日々のそうした危険と隣合わ
せの労働を支えてくれた軍靴を、感謝の気持ちを込
めて毎日丁寧に布切れで磨いていました。
　この軍靴は、舞鶴港へ上陸した際、持ち主ととも
に再出発の第一歩を踏み出したものでもあります。
　帰国後も時折取り出しては傷やシミを眺めながら
磨いていました。それは、過去の労苦の記憶を振り
返り、この先にどんな困難があろうとも強く生きて
いく決意を新たにするものだったのかもしれませ
ん。

▲軍靴

平均風速（ｍ / 秒） 予報用語 想定される被害

10 以上 15 未満 やや強い風

❖風に向かって歩きにくくなる
❖傘がさせない
❖樹木全体が揺れる
❖電線が鳴る
❖取り付けの不完全な看板やトタン板が飛び始める

15 以上 20 未満 強い風

❖風に向かって歩けない
❖転倒する人もでる
❖小枝が折れる
❖高速道路では通常速度での運転が困難
❖ビニールハウスが壊れ始める

20 以上 25 未満

非常に強い風

❖しっかりと身体を確保しないと転倒する
❖風で飛ばされた物で窓ガラスが割れる

25 以上 30 未満
❖立っていられない
❖屋外での行動は危険
❖樹木が根こそぎ倒れ始める
❖ブロック塀が壊れる

30 以上 猛烈な風 ❖屋根が飛ばされる
❖木造住宅の全壊が始まる ▶詳しくは、危機管理・防災課（☎ 66・1089）へ。

【風の強さと被害】

▪強風への備え
❖家の周囲やベランダに置いてある倒れやすいものなどは固
定するか家の中に入れる（物干し竿、植木鉢、自転車など）
❖屋根や雨戸、シャッターを点検し補強しておく
❖窓ガラスに飛散防止用のフィルムを貼っておく

▪強風が吹いているときは
❖転倒・転落や看板などの飛散物による負傷を避けるため、
外出はできるだけ控える
❖窓や雨戸、シャッターをしっかり閉める。雨戸などがない
場合は割れた窓ガラスの飛散防止のためカーテンを閉める

「急速に発達する低気圧」発生時における防災気象情報（気象台発表）

約１日程度前
↓

半日～数時間前
↓

数時間～
２時間程度前

↓
暴風発生

①暴風に関する気象情報 警報・注意報に先立ち発表

②強風注意報 警報になる可能性がある場合は
その旨記述

③暴風に関する気象情報 風の状況や予想を適宜発表

④暴風警報 風の強さや吹き方、最大瞬間風速
など警戒を要する事項を示す

⑤暴風に関する気象情報 刻一刻と変化する暴風の状況を
発表

【気象情報の発表のタイミング】
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まいづる花図鑑 92

【ミミナグサ】 （ナデシコ科）
見ごろ４～５月頃

  ドクターＴのひとりごと
　　その 21「高度に専門分化した時代の　
　　　　　　　　　 N

ニ ュ ー ス

EWSに潜む問題点」

　最近の話題として、小保方氏が英科学誌ネイチャー
で S

ス タ ッ プ

TAP 細胞の論文を掲載すると「若い女性研究者の
快挙」を連日過剰とも思えるほどに報道がなされまし
た。また、某大手放送局が聴力障害を有する（？）佐
村河内氏の嘘を見抜けず、「日本が涙！耳聞こえぬ作曲
家・奇跡の旋律」として放映し応援しました。これら
の報道はしばらくして問題点が明らかになりましたが、
なぜこのような間違いが起きるのでしょうか？
　私はこれらの報道は ① N

ニ ュ ー ス

EWS ソースの専門性が高
度なため発表内容を十分に吟味できない ②取り上げた
N
ニ ュ ー ス

EWS ソースに潜む問題点を見極められない、といっ
た典型例のように思います。こうした背景には昔と比
べ、科学をはじめ、さまざまな分野が格段に複雑化、
高度化しており、物事を正確に評価する見識と倫理観
のある人が少なくなって来たためと思っています。こ
ういった事例は今後増加することが懸念されます。
　私は以前より中学生の教科書に書かれた内容までは
正しいが、高校生から大学生、そして大人へと対象年
齢が大きくなるにつれて、ましてや最新論文について
は常に「本当かな？」と疑う癖があります。皆さんは
報道内容をどのように受けとめておられますか？　

　日当たりのよい道端や畑などに生える越年草。茎
は暗紫色で根元で枝分かれして斜上し、高さは 10
～ 30㌢くらいになる。葉は対生し卵形。全体に細
かい毛が密生する。春、茎の先に切れ込みの深い５
弁の白い花がややまばらにつく。
　名前の由来は、毛の密生した葉がネズミの耳に似
ていることから。現在では、ヨーロッパから明治末
期に日本に来たといわれる「オランダミミナグサ」
の方が多く見られる。

【協力】
　瓜生勝朗　市文化財保護委員（植物分野）

▶詳しくは、東図書館（☎ 62・0190）
　　　　　　西図書館（☎ 75・5406）へ。

　国際空港と道一本を隔てて、3,000

人がひしめきあって暮らすインドのス

ラムを、３年余にわたって取材したノ

ンフィクション。貧富の格差や行政の

腐敗といった現実の中で、少しでもよ

い明日をと願う人びとの夢や希望、苦

悩が浮かび上がってきます。　　　（西）

深海魚ってどんな魚
尼岡邦夫

いつまでも美しく－インド・ムンバイの

スラムに生きる人びと－　キャサリン・ブー

図書館だより
　　　　　　～ 今月のおすすめ本 ～

　独自の進化を遂げた深海魚。エサを

捕るために体を発光させるもの、アゴ

や目が突出したもの、透明なものもい

ます。大きなメスにヒレのようにオス

がくっついている種も多く、その理由

は、広く暗い海でまた出逢うことが難

しいからだそうです。　　　　　　（東）

くらしの豆知識
高齢者の皆さん！　車の運転に不安を感じるようになったら…

▶運転免許証の返納、運転経歴証明書については、舞
鶴警察署（☎ 75・0110）、高齢者運転免許証自主返納
支援事業については、市民相談課（☎ 66・1006）へ。

　全交通事故に占める高齢ドライバーの事故割合が高く
なっています。加齢による身体機能の低下で運転に不安
を感じ、思い切って運転免許証を自主的に返納される方
が増えています。返納された方は、公的な身分証明書と
して使える「運転経歴証明書（公安委員会発行）」の交
付を受けることができます。
▪舞鶴市高齢者運転免許証自主返納支援事業
　運転免許証を自主的に返納された 65 歳以上の高齢者
が、公的な身分証明書として使える「運転経歴証明書」
または「住民基本台帳カード（市役所で発行）」を申請
される場合の手数料を助成・免除します。

▲運転経歴証明書のイメージ ▲住民基本台帳カードのイメージ
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ランニング ＋ バス ＝ 「ランバス」
　３月９日、ランニングとバスを組み合わせ、初心
者でも遠くの景色や人との出会いを楽しめるイベン
ト「ランバス」が行われました。
　これは「舞鶴市政策づくり塾」の塾生たちが、市
民が路線バスに親しむ機会となるものを新たに創出
しようと考案したもので、京都交通㈱舞鶴営業所の
協力を得て実施。　
　今回の内容は、赤れんがパークからそれぞれのペー
スで西舞鶴駅まで走った後、東舞鶴行きのバスに乗っ
てスタート地点まで戻ってくるというもの。一般参
加者を含む 15 人が早春のまちをランニングとバス
の両方で楽しみました。
　塾生たちは今回のイベントの成果を踏まえ、さら
によい形で「ランバス」の楽しみ方を検討する予定
です。

①赤れんがパークをスタート　②自衛隊桟橋前　③五老岳入り口付近
④伊佐津川　⑤城門前　⑥ JR 西舞鶴駅前にゴール
⑦路線バスに乗る　⑧バスの中も楽しく　⑨市役所前に到着

① ②

③④

⑤ ⑥

⑦⑧⑨

夢への挑戦！
　 ３月７日と８日、ポリテクカレッジ京都で「ポリテックビジョン in
舞鶴 2014」が行われました。
　学生たちは、これまで取り組んできた研究成果を、少し緊張した様
子ながらも、自信を持って力強く発表していました。
　同校は、技術革新に対応できる実践技術者を育成するほか、地域の
産業界の求めに応じて多様な教育訓練を実施する短期大学校です。現
在、住居環境科、生産技術科、電子情報技術科が設置されています。

①ソーラーカーの制作　②竹伐採装置の実験機　
③液状化再現装置　④画像処理を用いてのオーブントースターの制御
⑤市長による講演「舞鶴市の近未来像」

①

② ③

④ ⑤

全国大会出場おめでとう

常塚光（乙訓高２年、城南中出身）

　全国高等学校選抜バドミントン大会
　（３月 20 日～ 24 日、長野県）

藤原麻由（白糸中２年）

　都道府県対抗全日本中学生女子ソフトボール大会
　（３月 27 日～ 30 日、静岡県）

【いずれも学年は平成 25 年度。敬称略】
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まいづる児童合唱団　卒団する仲間と最後の合唱　

　３月９日、総合文化会館でま
いづる児童合唱団の卒団式と発
表会が開催されました。
　卒団式の後、卒団する小学６
年生 11 人を含む 33 人が、日
頃の練習の成果を来場者の前で
披露。「絆」「ふるさと」「WA
になっておどろう」など 17 曲
を美しい響きで歌い上げ、会場
から温かい拍手が児童たちに贈
られました。 ▲思いを込めて声高らかに歌う児童たち

新団員募集中！
【対象】小学４～６年生 　【募集定員】20 人程度
【申し込み方法】所定の用紙（各小学校、社会教育課に備え付け）で、
まいづる児童合唱団事務局（社会教育課内、☎ 66・1073）へ。

　まいづる児童合唱団は、「いい顔・いい声・いい心」
をキャッチフレーズに本市で唯一の少年少女による合
唱団として活動。毎週土曜日の練習のほか、演奏会や
市のイベントなどに出演しています。

100万人目をフラッシュモブで祝う
　３月 16 日、赤れんがパーク赤れんが２号棟（市政記念館）の
利用者が 100 万人を達成したことを記念し「フラッシュモブ（※）」
による記念イベントが行われました。
　フラッシュモブ参加者たち約 30 人は、西城秀樹「YOUNG 
MAN (Y.M.C.A.)」の曲が流れ始めると、仮装姿やカラフルな
アフロヘアのかつらをかぶって、曲に合わせて踊り出しました。
　最初は驚いていた 100 万人目の利用者の守屋誠さん（大阪府）
も、途中から笑顔で一緒に踊って楽しみました。

▲突然始まったパフォーマンスに驚く守屋さんとご家族
※フラッシュモブ：広く呼びかけられた有志が、指定された日時、
場所に集まり音楽やダンスなど突然のパフォーマンスを行うこと

⑤

東高生徒 アメリカでも署名活動
　３月 14 日、赤れんがパークで、外務省の「架け橋プロジェ
クト」による国際交流のため米国を訪問した東舞鶴高校の生
徒が、その活動報告会を開催しました。
　国際文化コースの 12 人は、ロサンゼルス、ヒューストン、
グアムを訪問し、現地の高校や大学で舞鶴市の魅力やユネス
コ世界記憶遺産登録に向けた取り組みなどを英語で紹介。さ
らに登録への応援署名活動も行いました。
　この日、生徒たちは現地で行ったプレゼンテーションを披
露。集めた約 60 人分の署名を市長に手渡しました。 ①現地で行ったプレゼンテーションを披露　②英語で署名へのお願い

③「岸壁の母」を合唱　④集めた署名を市長に手渡す
⑤現地の様子や感想など市長と歓談

①

② ③ ④ ⑤
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４月のカレンダー

※受診は、できる限り昼間の時間帯にお願いします。
また、軽症などの緊急を要しない症状の場合は、できる限り
平日の診療時間内にかかりつけ医での受診をお願いします。

休日・土曜日の救急・急病診療

日 診療時間 当番病院（内科・外科）
５日㈯ 開業医の診療終了後

舞鶴医療センター（☎ 62・2680）
６日㈰ ９時から

12 日㈯ 開業医の診療終了後
舞 鶴 共 済 病 院（☎ 62・2510）

  13 日㈰ ９時から

 19 日㈯ 開業医の診療終了後
舞鶴赤十字病院（☎ 75・4175）

 20 日㈰ ９時から

 26 日㈯ 開業医の診療終了後
舞鶴医療センター（☎ 62・2680）

 27 日㈰ ９時から

 29 日㈫ ９時から 舞 鶴 共 済 病 院（☎ 62・2510）

休日の小児科一次診療

日 診療時間 当番病院
６日㈰

９時～ 18 時

※受け付けは
17 時 30 分まで

舞鶴医療センター （☎ 62・2680）
13 日㈰ 舞 鶴 共 済 病 院 （☎ 62・2510）
 20 日㈰ 舞鶴赤十字病院 （☎ 75・4175）
 27 日㈰ 舞鶴医療センター （☎ 62・2680）
 29 日㈫ 舞 鶴 共 済 病 院 （☎ 62・2510）

納　　期

種　類 納期限
　固定資産税 （１期） ４月 30 日㈬

水道修理

※ 19 時以降は市役所（☎ 62・
2300）か西支所（☎75・2250）へ。

当番会社
イズミテック㈱ （☎ 76・3451）

※骨髄バンクドナー登録会を同時開催。

日 受付時間 会場

16 日㈬
９時 30 分～ 11 時 30 分 関西電力㈱舞鶴営業所

13 時 30 分～ 16 時 西消防署

24 日㈭
９時 30 分～ 11 時 30 分

舞鶴市役所
12 時 30 分～ 15 時 30 分

27 日㈰
９時 30 分～ 11 時 30 分

らぽーる西側広場
12 時 30 分～ 15 時 30 分

献血の日程
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※１
※２

※３

受付時間は平日の８時 30 分～ 16 時 30 分。専用電話（☎ 64・5953）へ。
舞鶴保健興業㈲が収集する地域＝東地区（寺川以西）、中地区（全域）、
西地区（吉原、匂崎）は４月 30 日、５月１日・２日も休業。
土・日曜日の持ち込みは、事前に予約が必要。予約は平日の８時 30
分～ 16 時 30 分に同プラザ（☎ 64・7222）へ。

《 お 願 い 》
　ごみを直接搬入する車両の増加により、清
掃事務所とリサイクルプラザ周辺を通行する
一般車両に大変ご迷惑をおかけしております。
できる限り地域ごとに決められた収集日に出
していただくようご協力をお願いします。
　また、し尿の収集業者は連休中は休業しま
す。収集を希望される場合は、早めに各業者
へご連絡をお願いします。

日
収集ごみ 粗大ごみの

戸別収集
申込受付※ 1

し尿の
収集

ごみの持ち込み

可燃 不燃 清掃
事務所

リサイクル
プラザ

４
月

 28 日㈪ ○ ○ ○ ○

８時 30 分
～ 16 時
　

８時 30 分
～ 16 時

※ 3

 29 日㈫ 休 休 休 休

 30 日㈬ ○ 休 ○ ※ 2

５
月

   １日㈭ ○ ○ ○ ※ 2

   ２日㈮ ○ ○ ○ ※ 2

   ３日㈯ 休 休 休 休

   ４日㈰ 休 休 休 休

   ５日㈪ 休 ○ 休 休

   ６日㈫ 休 ○ 休 休

ごみ・し尿の収集

　昨年末から京都府内で麻しん（はしか）の発生が
続いており、発症者のほとんどが予防接種の未接種
者であることが分かっています。麻しんはインフル
エンザウイルスの約８倍の感染力があり、免疫がな
ければほぼ 100㌫発病します。発病すると高熱や発
疹のほかに、脳炎などの合併症を引き起こし、後遺
症が残ったり、命に関わることもあります。
　特効薬がないため、予防には予防接種を受けるこ
とが最も効果的です。強固な免疫をつけるために２
回の接種を受けましょう。

１歳と小学校入学前の２回
麻しん風しんの予防接種を忘れずに

《平成 26 年度の対象者》

▪第１期
　１歳以上２歳未満
　※接種期限は２歳の誕生日
　　の前日まで

▪第２期
　平成 20 年４月２日～ 21 年４月１日生まれ
　（小学校就学前の１年間に相当する人）
　※接種期限は来年３月 31 日㈫まで
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　会場名の記載がない催しは保健センターで開催。申し込みは、特に指定がない場合は同センターへ。
協力医療機関についてのお問い合わせも同センターへお願いします。

４月の
保健センターのお知らせ ☎ 65・0065

ＦＡＸ 62・0551

対象 内容 その他

乳幼児健診 ３か月 ･10 か月 ･
１歳６か月 ･ ３歳児 ❖身体計測　❖問診　❖医師の診察　など 　該当者には通知。対象などは同センターか

市ホームページでご確認を。転入や紛失など
で予診票がない人は、同センターへ連絡を。

《子宮頸がん予防ワクチンの接種》
　国の通知により現在、積極的にお勧めして
いません。ただし、有効性とリスクを理解し
た上で接種することはできます。

予防接種
（協力医療機関
で個別接種）

乳幼児
❖ヒブ　❖小児用肺炎球菌　❖四種混合１期  ❖ＢＣＧ
❖麻しん風しん１期・２期　❖日本脳炎１期
❖三種混合１期　❖不活化ポリオ　

児童・生徒 ❖三種混合２期　❖日本脳炎２期　❖子宮頸がん予防

対象 日時 内容 定員 料金 申し込み

歯っぴースマイル教室
（２歳児むし歯予防教室）
※各１回のみ参加可

２歳６
か月児

平成 23 年５月 12 日～
10 月 14 日生まれ ４月 10 日㈭

９時～ 11 時 15 分
❖歯の話
❖歯科健診
❖フッ素塗布

先着
20 人

300 円

４月２日㈬から
電話で

２歳児 平成 23 年 11 月５日～
24 年４月 18 日生まれ

先着
30 人

２歳６
か月児

平成 23 年６月４日～
10 月 31 日生まれ ５月８日㈭

９時～ 11 時 15 分

先着
20 人 ４月 21 日㈪から

電話で
２歳児 平成 23 年 11 月 18 日～

24 年５月６日生まれ
先着
30 人

離乳食教室 ５～６か月児の保護者 ４月 18 日㈮
14 時～ 15 時 30 分 離乳食開始後の話と試食 先着

15 人 無料 ４月２日㈬から
電話で

健やか育児相談 乳幼児の保護者 ４月 21 日㈪
９時 30 分～ 11 時

❖育児の悩み相談
❖歯・食事の相談
❖身体計測　など

なし 無料 不要

心の健康相談室 市内在住の人 ４月 28 日㈪
11 時～ 15 時 45 分

子育ての悩みや人間関係、
仕事のストレスなど

先着
３人 無料 ４月２日㈬～ 25 日㈮に

電話で

健康診査・予防接種

教室・相談

日本人のおよそ２人に１人が、一生涯にがんと診断される時代
自分自身やあなたを必要とする人のためにも
がん検診を受けましょう

なるほど !
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　平成 26 年度がん検診などの申し込みが始まりま
す。早期発見・早期治療があなたの命を救います。
　市で実施するがん検診などは右表のとおり。
▪土・日曜日の検診も受け付け中
　10 月 18 日㈯と 11 月 30 日㈰に実施。
　【検診内容】
　　❖胃がん　❖結核・肺がん　
　　❖前立腺がん　❖骨粗しょう症
　【その他】
　　年齢や性別などの要件あり。詳しくは、「平成
　26 年度 舞鶴市がん検診等申し込み案内」で。

《お詫び》
　４月１日㈫に新聞折り込みを予定していた「平成
26 年度 舞鶴市がん検診等申し込み案内」は４月中旬
の新聞折り込みになります。案内が遅くなりご迷惑
をおかけします。

種類 対象 備考
胃がん

40 歳以上の男女
（昭和50年3月31日以前生まれ）

完全予約制
結核・肺がん

申し込み不要
大腸がん

乳がん 40 歳以上の女性
（昭和50年3月31日以前生まれ）

申し込み必要
子宮頸がん 20 歳以上の女性

（平成7年3月31日以前生まれ）

歯周疾患 40・50・60・70 歳の男女
（平成 27 年 3 月 31 日現在で） 申し込み不要

レディース30
30 ～ 39 歳の女性

（昭和 50 年 4 月 1 日
　　　～60年3月31日生まれ）

申し込み必要

【検診の一覧】

お知らせ
　高齢者生き生きトレーニング教室
は６月から開始します。
　詳細は、広報まいづる５月号でお
知らせ。
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定

時 場

料

内

他

講

申

対

問

対 定 料 申他

お知らせ
▪略語の見方
　 ＝日時　　　　　　　＝場所・会場　　＝内容　　　＝講師　　　　　　＝対象
　 ＝定員、募集人数　　＝料金　　　　　＝その他　　＝申し込み方法　　＝問い合わせ先

※ 　だれでも　　特になし　　無料　　特になし　　不要の場合は、記載していません

催
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催
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「
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月
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㈬
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【
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☎
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５
４
０
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▪
え
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の
じ
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ん

●
５
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●
絵
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み
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ど

●
３
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▪
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も
の
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週
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「
き
り
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み
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そ
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う
」

●
５
月
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日
㈯
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時
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分
・
13
時
30
分
・
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時
●
小
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生
●
先
着
各
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人

▪
お
は
な
し
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ろ
う
そ
く

●
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●
５
月
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日
㈯

❖
10
時
30
分
～
11
時
…
小
学
生

❖
11
時
５
分
～
11
時
30
分
…
４
歳
以
上

●
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

▪
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お
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分

●
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せ

●
０
～
２
歳
児
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い

●
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日
㈮
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時
●
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会
館

●
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者
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士
の
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●
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症
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人
を
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い
る
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族

●
高
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者
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課
（
☎
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１
０
１
２
）
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鶴
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団 
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ト
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日
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時
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ら
●
商
工
観
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ー
●
「
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熱
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陸
」
や
「
日
本
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コ

ー
ド
大
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春
の
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代-

」
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ど

●
舞
鶴
市
民
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奏
楽
団
の
竹
原
さ
ん
（
☎
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・
１
８
２
４
）

夜
桜
音
楽
会

●
４
月
12
日
㈯
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時
30
分
か
ら
●
城
南
会
館

●K
in

g
 o

f P
T
A

の
高
本
裕
平
さ
ん
と

岡
田
哲
也
さ
ん
が
出
演

●
城
南
会
館
（
☎
78
・
１
８
０
０
）

与
保
呂
川
さ
く
ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

●
４
月
13
日
㈰
10
時
～
14
時
●
白
糸
浜
神

社
集
合
●
与
保
呂
川
沿
い
の
千
本
桜
か
ら

国
の
重
要
文
化
財
・
桂
貯
水
池
堰え

ん

堤
ま
で
約

７
㌔
を
歩
く
●
昼
食
を
持
参
。
小
雨
決
行

●
実
行
委
員
会
の
細
川
さ
ん
（
☎
０
９

０
・
３
９
７
１
・
９
７
１
７
）

問花と緑の公社（☎ 68・1187）

日時 ／ ４月５日㈯９時～ 17 時 （入園は 16 時 30 分まで）
内容 ／ スタンプラリー・一輪挿しコーナー…先着 100 人
　　　  ツバキ油の搾油実演と化粧水作り…300 円
　　　※ツバキの接ぎ木の実習…10 時と 14 時。先着各 10 人。
　　　※自然観察会…14 時から。先着 30 人。100 円
　　　※星空観察会…18 時から。先着 30 人。200 円
　　　　　　　　　　　　　　（※）は事前に申し込みが必要

自然文化園　
４月５日は「ツバキ展イベントデー」

時時時時時「
昼
市
」
新
鮮
な
魚
介
類
を
直
販

●
４
月
13
日
㈰
12
時
30
分
～
15
時
30
分
●
府

漁
協
舞
鶴
支
所
前
●
サ
ザ
エ
や
ア
ワ
ビ
、

マ
ガ
キ
な
ど
●
青
年
漁
業
者
有
志
の
会
の

濱
内
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
３
６
７
４
・
１
８
７
０
）

時

場

内

問

問

場

内 時問

場

内

時

問

場

他

内

時問

場

内 時対対問 場内 時問

場

他 内 時時

内内 時対対内 時内 時対対内 時対対時

対対

定

時

対対

内時内対対
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▪
憧
れ
の
ス
タ
イ
ン
ウ
エ
イ
を
弾
い
て
み
よ
う

●
５
月
３
日
㈯
～
６
日
㈫
９
時
～
21
時

（
１
時
間
単
位
）
●
総
合
文
化
会
館

●
ピ
ア
ノ
経
験
が
１
年
以
上
（
小
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）
●
先
着
で
受
け
付
け

●
参
加
費
１
時
間
１
，
０
０
０
円

●
電
話
で
文
化
事
業
団
へ
。

▪
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
品
展
の
出
展
者
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
の
出
演
者
募
集

　

創
作
活
動
や
音
楽
活
動
を
行
っ
て
い
る

個
人
・
団
体
に
活
動
の
場
を
提
供
。

《
作
品
展
》
●
５
月
24
日
・
25
日
、
７
月

12
日
・
13
日
、
９
月
６
日
・
７
日
、
12
月

６
日
・
７
日
の
土
・
日
曜
日
●
総
合
文
化

会
館
●
先
着
各
２
組
●
開
催
日
の
２
か
月

前
ま
で
に
所
定
の
用
紙
で
文
化
事
業
団
へ
。

《
コ
ン
サ
ー
ト
》
●
５
月
25
日
、
７
月
13

日
、
９
月
７
日
、
12
月
７
日
の
日
曜
日
、

13
時
30
分
～
15
時
30
分
●
総
合
文
化
会
館

●
先
着
各
４
組
●
開
催
日
の
２
か
月
前
ま

で
に
所
定
の
用
紙
で
文
化
事
業
団
へ
。

谷
奥
喜
代
晴
さ
ん
と
瀬
野
知
之
さ
ん
●
先

着
20
人
●
５
０
０
円
●
電
話
で
身
障
セ
ン

タ
ー
（
☎
63
・
３
０
０
８
）
へ
。

催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

傍
聴

そ
の
他

棚田オーナーを募集
農業にチャレンジ

【募集区画】
　10 区画（１区画約 100 平方㍍）

【料金】
　１区画につき年間 40,000 円

【申し込み方法】
　５月 19 日㈪までに電話で西方寺
平棚田オーナーの会代表の泉さん

（☎ 83・0235）へ。

《活動初日は田植え》

　５月 25 日㈰ 10 時 30 分、西方寺
平集会所集合。年間のオーナー契約
と併せて田植えを行います。

▶棚田オーナーに
関するお問い合わ
せ は、 農 林 課（ ☎
66・1023）へ。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ 

上
野
家
を
巡
る

●
４
月
27
日
㈰
９
時
か
ら
●
Ｋ
Ｔ
Ｒ
四
所

駅
集
合
●
四
所
駅
か
ら
大
庄
屋
上
野
家
ま

で
約
20
㌔
を
巡
る
●
３
０
０
円

●
北
京
都
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会
の
林
さ
ん

（
☎
０
７
７
３
・
42
・
０
５
４
６
）

多
祢
山
探
鳥
会

●
５
月
４
日
㈷
９
時
～
14
時
●
自
然
文
化

園
観
察
小
屋
集
合
●
歩
き
な
が
ら
野
鳥
を

観
察
（
約
６
㌔
）
●
小
雨
決
行

●
日
本
野
鳥
の
会
の
増
田
さ
ん
（
☎
63
・

１
５
４
２
）

文
化
事
業
団
（
☎
64
・
０
８
８
０
）

▪
須
川
展
也
（
サ
ッ
ク
ス
）・
大
阪
交
響
楽
団

弦
楽
四
重
奏
＋
ピ
ア
ノ
＋
金
管
五
重
奏

　

チ
ケ
ッ
ト
は
４
月
12
日
㈯
発
売

●
６
月
29
日
㈰
14
時
30
分
か
ら
●
総
合
文

化
会
館
●
全
席
指
定　

一
般
２
，
６
０
０

円
、
学
生
１
，
５
０
０
円

邦
楽
演
奏
会
～
尺
八
の
世
界
へ
～

●
４
月
27
日
㈰
12
時
30
分
か
ら
●
総
合
文
化

会
館
●
虚
無
僧
と
尺
八
群
に
よ
る
古
典
本
曲

「
勢
州
伝 

手
向
」
な
ど
●
上
田
芳
誠
さ
ん
、

石
川
利
光
さ
ん
、
岡
田
道
明
さ
ん
が
特
別
出
演

●
中
村
雅
園
さ
ん
（
☎
62
・
１
０
６
６
）

●
友
の
会
会
員
は
１
人
２
枚
ま
で
１
割

引
。
未
就
学
児
は
入
場
不
可

▪
未
来
の
音
楽
授
業
！
ア
キ
ラ
塾

　

チ
ケ
ッ
ト
は
４
月
20
日
㈰
発
売

●
７
月
12
日
㈯
15
時
か
ら
●
市
民
会
館

●
作
曲
家
の
宮
川
彬
良
さ
ん
●
全
席
指
定

一
般
２
，
７
０
０
円
、
学
生
１
，
７
０
０
円

●
友
の
会
会
員
は
１
人
２
枚
ま
で
１
割

引
。
未
就
学
児
は
入
場
不
可

▪
宝
く
じ
お
し
ゃ
べ
り
音
楽
館

思
い
出
の
ス
ク
リ
ー
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

　

チ
ケ
ッ
ト
は
４
月
25
日
㈮
発
売

●
７
月
20
日
㈰
14
時
か
ら
●
総
合
文
化
会
館

●
清
水
ミ
チ
コ
さ
ん
、
島
田
歌
穂
さ
ん
、

小
原
孝
さ
ん
が
出
演

●
全
席
指
定　

一
般
２
，
５
０
０
円
、
高

校
生
以
下
１
，
５
０
０
円
（
当
日
は
５
０

０
円
増
し
）

※
（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
主
催
。

宝
く
じ
の
助
成
に
よ
る
特
別
料
金
。

●
４
歳
以
上
か
ら
入
場
可
。

教
室
・
講
座

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習

▪
西
消
防
署
（
☎
77
・
０
１
１
９
）

●
４
月
18
日
㈮
18
時
～
21
時

▪
東
消
防
署
・
防
災
セ
ン
タ
ー
（
☎
65
・

０
１
１
９
）

●
４
月
23
日
㈬
13
時
30
分
～
16
時
30
分

〈
共
通
〉
●
先
着
30
人

●
実
施
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
電
話
で
各

消
防
署
へ
。

社
交
ダ
ン
ス
無
料
講
習
会

▪
昼
の
部

●
４
月
15
日
か
ら
毎
週
火
曜
日
、
13
時
～

13
時
50
分
●
西
総
合
会
館

▪
夜
の
部

●
４
月
15
日
か
ら
毎
週
火
曜
日
、
18
時
30

分
～
19
時
30
分
●
西
市
民
プ
ラ
ザ

〈
共
通
〉

●
ブ
ル
ー
ス
、
ジ
ル
バ
、
ワ
ル
ツ
、
タ
ン

ゴ
、
ル
ン
バ
な
ど

●
電
話
で
舞
鶴
市
ダ
ン
ス
連
盟
の
安
久
井

さ
ん
（
☎
76
・
３
５
３
３
）
へ
。

●
４
月
４
日
～
25
日
の
金
曜
日
、
15
時
～

16
時
30
分
●
身
障
セ
ン
タ
ー
●
棋
鶴
会
の

障
害
者 
将
棋
初
心
者
講
座

剣
道
教
室
西
道
場　

無
料
体
験
会

●
４
月
19
日
㈯
10
時
～
11
時
●
文
化
公
園

体
育
館
●
竹
刀
の
振
り
方
や
胴
着
袴
の
体

験
な
ど
●
小
学
生
●
先
着
20
人

●
４
月
16
日
㈬
ま
で
に
剣
道
教
室
西
道
場

の
大
槻
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
７
１
１
９
・

２
７
７
４
）
へ
。

場

申

定

時

場

内

時

料

場

他

時

料

問

場

他

内

時

場

他 内 時料

問

場

他 内

時

場

申

定

講

時

料

場

他 時

料

講

場

申

定

時料 対対

場

申

定

内

時

対対

申

定

時

場

申 内 時

場

時時

問

時

場

申

定
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●
城
南
会
館
●
漁
師
な
ら
で
は
の
魚
料
理

を
学
ぶ
●
先
着
20
人
●
３
０
０
円

●
４
月
30
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
城
南
会
館

（
☎
78
・
１
８
０
０
）
へ
。

●
５
月
11
日
㈰
ま
で
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

://jtb
sp

o
rts.jp

/

）
で
。

●
実
行
委
員
会
事
務
局
（
☎
０
７
５
・
２

８
４
・
０
１
７
３
）

●
６
月
８
日
㈰
６
時
～
18
時

●
天
橋
立
駐
車
場
発
着
●
小
学
４
年
生
以
上

●
先
着
１
，
５
０
０
人

●
❖
グ
ラ
ン
フ
ォ
ン
ド
鬼
コ
ー
ス
（
１
９

０
㌔
）
…
９
，
５
０
０
円
❖
丹
後
半
島
一
周

コ
ー
ス
（
１
０
０
㌔
）
…
８
，
０
０
０
円

※
い
ず
れ
も
小
学
生
は
２
，
５
０
０
円

❖中央公民館…第４月曜日❖東・南・西・加佐公民館、大浦・城南会館…毎週月曜日❖東図書館…毎週木曜日と祝日（土・
日曜日の場合は開館）、毎月末日の最終火曜日❖西図書館…毎週月曜日と祝日（土・日曜日の場合は開館）、毎月末日の最終
水曜日❖田辺城資料館、郷土資料館…毎週月曜日（祝日の場合はその翌々日）と祝日の翌日❖総合文化会館、市民会館、陶
芸館…毎週月曜日（祝日の場合はその翌日）❖勤労者福祉会館…第３水曜日❖引揚記念館、東・文化公園体育館…第３木曜日。

施設の休館日

催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

傍
聴

そ
の
他

ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

●
５
月
10
日
～
来
年
３
月
の
土
曜
日
に
計

11
回
、
９
時
～
12
時
●
東
体
育
館
な
ど

●
小
学
生
●
指
導
者
も
同
時
募
集

●
４
月
28
日
㈪
ま
で
に
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
年
齢
、
性
別
、
学
校
名
、
学
年
、

保
護
者
名
、電
話
番
号
を
往
復
は
が
き
（
〒

６
２
５
‐
８
５
５
５
）
で
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
☎
66
・
１
０
５
８
）
へ
。

漁
師
に
教
わ
る
魚
料
理
教
室

●
５
月
23
日
㈮
11
時
～
14
時

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座（
入
門
課
程
）

●
５
月
９
日
～
８
月
８
日
の
毎
週
金
曜
日
、

19
時
～
21
時
●
身
障
セ
ン
タ
ー

●
市
内
在
住
か
在
勤
の
18
歳
以
上

●
30
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

●
１
，
２
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

●
４
月
21
日
㈪
ま
で
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
職
業
、
志
望
動
機
を
は

が
き
（
〒
６
２
５
‐
０
０
８
３
市
内
字
余
部
上

２
‐
９
）
か
フ
ァ
ク
ス
、
電
話
で
聴
覚
言

語
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
64
・
３
９
１

１
、
ＦＡＸ
64
・
３
９
１
２
）
へ
。

陶
芸
館
（
☎
64
・
３
２
６
３
）

▪
手
び
ね
り
自
由
作
陶
教
室

●
５
月
14
日
～
11
月
26
日
の
水
曜
日
に
計

18
回
、
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
手
び
ね
り
教
室
修
了
者
か
同
程
度
の
作

陶
経
験
者
●
20
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

●
１
万
円
（
土
代
が
別
途
必
要
）

▪
夜
間
ろ
く
ろ
初
心
教
室

●
５
月
14
日
～
８
月
６
日
の
水
曜
日
に
計

８
回
、
19
時
～
21
時
●
10
人
（
多
数
の
場

合
抽
選
）

●
７
，
０
０
０
円
（
土
代
が
別
途
必
要
）

〈
共
通
〉
●
４
月
30
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
。

季
節
の
和
菓
子
作
り
教
室

●
５
月
17
日
㈯
13
時
30
分
か
ら

●
加
佐
公
民
館
●
生
橋
勝
矢
さ
ん
と
内
海

志
伸
さ
ん
●
先
着
15
人
●
１
，
０
０
０
円

●
５
月
２
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
加
佐
公
民

館
（
☎
83
・
０
０
１
４
）
へ
。

名
水
杉
山
楽
校

▪
春
の
和
菓
子
作
り
と
野
点

●
４
月
26
日
㈯
10
時
～
13
時

●
桜
も
ち
や
草
も
ち
作
り
な
ど

●
４
月
19
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
。

▪
米
粉
で
作
る
パ
ン
＆
菓
子

●
５
月
10
日
㈯
10
時
～
13
時

●
５
月
３
日
㈷
ま
で
に
電
話
で
。

〈
共
通
〉
●
杉
山
市
民
農
園
●
先
着
20
人

●
１
，
８
０
０
円

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
名
水
の
里
杉
山
の
松
岡
さ

ん
（
☎
０
９
０
・
５
０
６
０
・
４
３
１
１
）
へ
。

募
集

▪
平
成
26
年
10
月
１
日
採
用
予
定

●
❖
男
性
Ａ
（
約
５
人
）・
女
性
Ａ
（
若

干
名
）
…
大
学
を
卒
業
し
た
か
平
成
26
年

９
月
末
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

※
昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

❖
男
性
Ｂ
（
約
５
人
）・
女
性
Ｂ
（
若
干
名
）

…
男
性
Ａ
・
女
性
Ａ
に
該
当
し
な
い
方

※
昭
和
59
年
４
月
２
日
～
平
成
８
年
４
月

１
日
に
生
ま
れ
た
方

▪
平
成
27
年
４
月
１
日
採
用
予
定

●
❖
男
性
（
約
70
人
）・
女
性
（
約
10
人
）

…
平
成
26
年
10
月
～
来
年
３
月
末
日
に
大

学
を
卒
業
見
込
み
の
方

※
昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
た
方

〈
共
通
〉

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
４
月
２
日
㈬
ま

で
、
郵
送
が
４
月
９
日
㈬
ま
で
。

　

１
次
（
筆
記
）
試
験
は
５
月
11
日
㈰

●
京
都
府
警
察
本
部
（
☎
０
１
２
０
・
５

５
５
・
３
１
４
）

京
都
府
警
察
官
の
採
用
試
験

●
４
月
１
日
㈫
～
30
日
㈬
の
平
日
（
８
時

30
分
～
16
時
30
分
）
と
20
日
㈰
（
13
時
～

16
時
30
分
）
●
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

●
家
具
な
ど
１
５
０
点
を
展
示

●
同
プ
ラ
ザ
に
備
え
付
け
の
用
紙
で
（
１

世
帯
１
点
。
多
数
の
場
合
抽
選
）。

●
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
☎
64
・
７
２
２
２
）

再
生
品
の
展
示
・
申
し
込
み

●
11
月
２
日
㈰
●
市
民
会
館

●
市
内
で
活
動
し
て
い
る
４
人
以
上
で
実

行
委
員
会
に
参
加
で
き
る
団
体

●
１
人
５
０
０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）

●
５
月
25
日
㈰
ま
で
に
電
話
で
実
行
委
員

会
の
山
下
さ
ん
（
☎
62
・
４
０
４
６
）
へ
。

第
43
回
市
民
合
唱
祭
の
参
加
団
体

　

５
月
４
日
㈰
に
行
わ
れ
る
「
舞
鶴
つ
つ

じ
ま
つ
り
」
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
。

●
４
月
26
日
㈯
～
５
月
17
日
㈯
に
計
５
回

●
❖
ぼ
ん
ぼ
り
立
て
と
撤
収
❖
駐
車
場
の

つ
つ
じ
ま
つ
り
の
ス
タ
ッ
フ

春
の
簡
単
料
理
作
り

●
４
月
24
日
㈭
９
時
30
分
～
12
時

●
西
総
合
会
館

●
舞
鶴
料
理
学
院
の
堀
祥
子
さ
ん

●
先
着
20
人
●
１
，
０
０
０
円

●
４
月
21
日
㈪
ま
で
に
電
話
で
勤
労
者
福

祉
会
館
（
☎
77
・
１
２
１
２
）
へ
。

草
刈
り
・
ラ
イ
ン
引
き
❖
テ
ン
ト
張
り
、

看
板
立
て
❖
ス
テ
ー
ジ
の
設
営
な
ど

●
舞
鶴
つ
つ
じ
ま
つ
り
協
賛
会
の
光
田
さ

ん
（
☎
63
・
２
０
２
０
）
へ
。

場申 定 講内 時

料

問

場

申

定 時料

対対

場

申 定 時料 対対

問

場

他

時対対

申
定

時料 対対場申

定

講

時

料

場申

定

内

時

料

問

場

申 内 時問 内 時

問 申時 対対

場

申 時料 対対

申 時申 時問

場

定

料

時

定

料

対対

Ｔタ

ン

タ

ン

Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｎ
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド

広報まいづる３月号の 12㌻の記事の「３月 15 日からダイヤ改正」において誤りがありました。
誤）0773・22・8571  →  正）0772・22・8571お詫び
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▪
子
ど
も
救
急
法
を
学
ぼ
う

●
４
月
17
日
㈭
10
時
か
ら
●
先
着
20
組

●
１
０
０
円
（
託
児
あ
り
）

▪
こ
い
の
ぼ
り
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

●
４
月
23
日
㈬
10
時
30
分
か
ら

●
先
着
20
組
●
２
５
０
円

〈
共
通
〉

●
子
育
て
中
の
親
子

●
４
月
３
日
㈭
か
ら
電
話
で
。

催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

傍
聴

そ
の
他

　４月６～ 15 日、「待つゆとり ゆずるやさしさ 京の
道」を統一標語に春の全国交通安全運動を実施します。
道路には危険がたくさん潜んでいます。交通ルールを
守って交通事故を無くしましょう。
　　　　　   　　《市交通対策協議会（市民相談課内）》

【運動重点】
　▪運動の基本…子どもと高齢者の交通事故防止
　　❖自転車の安全利用の促進
　　❖すべての座席でのシートベルトとチャイルドシ
　　　ートの正しい着用の徹底
　　❖飲酒運転の根絶　❖悪質・危険運転の追放

【自転車安全利用の五則】
①自転車は、車道が原則、歩道は例外　②車道は左側通行
③歩道は歩行者優先で車道寄りを徐行
④安全ルールを守る（飲酒運転・二人乗り・
並進の禁止、夜間はライトを点灯、交差点で
は信号の厳守と一時停止・安全確認）
⑤子どもはヘルメットを着用

子
育
て

木
の
玉
プ
ー
ル
で
遊
ぼ
う

●
４
月
20
日
㈰
10
時
～
15
時

●
お
も
ち
ゃ
図
書
館(

西
乳
児
保
育
所
内
）

●
11
時
か
ら
マ
ド
レ
ー
ヌ
さ
ん
の
お
話
タ

イ
ム
も

●
お
も
ち
ゃ
図
書
館
（
☎
76
・
０
５
７
３
）

ひ
よ
こ
ひ
ろ
ば

●
５
月
16
日
㈮
・
22
日
㈭
・
28
日
㈬
10
時

～
11
時
30
分
●
中
総
合
会
館

●
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
３
Ｂ
体
操
、
交
流
な
ど

●
４
か
月
～
１
歳
未
満
児
と
そ
の
保
護
者

（
第
１
子
優
先
）
●
先
着
15
組

●
４
月
２
日
㈬
か
ら
電
話
で
子
育
て
支
援

基
幹
セ
ン
タ
ー
（
☎
62
・
０
１
０
３
）
へ
。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

さ
る
な
ぁ
と
（
☎
76
・
８
３
３
３
）

▪
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク

●
４
月
11
日
㈮
10
時
か
ら
●
先
着
20
組

●
２
０
０
円

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

よ
ち
よ
ち
広
場
（
☎
63
・
４
８
２
１
）

▪
ベ
ビ
ー
＆
マ
マ
の
タ
ッ
チ
ケ
ア

●
４
月
16
日
㈬
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
を
使
っ
た
マ
ッ
サ
ー
ジ

●
２
～
７
か
月
児
と
そ
の
母
親

元
気
マ
マ
の
子
育
て
広
場

●
５
月
20
日
㈫
～
12
月
４
日
㈭
ま
で
に
計

８
回
、
10
時
か
ら
●
南
公
民
館

●
歯
の
健
康
や
保
育
所
で
の
遊
び
、
お
や

つ
作
り
な
ど
子
育
て
に
必
要
な
知
識
を
学
ぶ

●
乳
幼
児
と
そ
の
母
親
●
先
着
30
組

●
５
月
13
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
南
公
民
館

窓
口
（
☎
62
・
０
２
８
８
）
へ
。

孫
育
て
カ
フ
ェ

●
第
３
火
曜
日
、
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
高
田
工
務
店
展
示
場
内
（
浜
）

※
７
月
・
11
月
・
３
月
は
別
途
会
場

●
い
ま
ど
き
の
出
産
と
育
児
、
妊
娠
中
か

ら
離
乳
期
の
食
事
、
沐
浴
実
習
な
ど

●
５
０
０
円

●
前
日
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
た
ん

ぽ
ぽ
助
産
院
（
☎
・
ＦＡＸ
64
・
３
３
２
４
）
へ
。

　

募
集
は
荒
田
、浮
島
、寿
山
（
各
１
戸
）、

白
鳥
、
長
浜
（
各
２
戸
）、
市
場
（
４
戸
）、

加
津
良
（
５
戸
）。
入
居
予
定
は
７
月
。

　

申
し
込
み
資
格
は
❖
現
在
住
宅
に
困
っ

て
い
る
❖
市
内
在
住
か
在
勤
❖
市
の
定
め

る
基
準
以
下
の
収
入
❖
本
人
を
含
め
２
人

以
上
の
親
族
（
婚
姻
と
同
様
の
関
係
に
あ

る
人
を
含
む
）が
同
時
に
入
居
で
き
る（
市

場
１
戸
は
単
身
も
可
）
❖
市
税
を
滞
納
し

て
い
な
い
❖
本
人
と
同
居
人
が
暴
力
団
員

で
な
い
❖
連
帯
保
証
人
が
１
人
必
要
。

　

案
内
書
を
４
月
28
日
㈪
か
ら
建
築
住
宅

課
と
西
支
所
庶
務
係
で
配
布
。

●
５
月
12
日
㈪
～
16
日
㈮
に
建
築
住
宅
課

（
☎
66
・
１
０
５
０
）
へ
。

市
営
住
宅
の
入
居
者

●
先
着
８
人
●
１
，
０
０
０
円

●
４
月
２
日
㈬
か
ら
電
話
で
。

▪
よ
ち
よ
ち
パ
ー
ク

●
４
月
25
日
㈮
10
時
～
12
時

●
総
合
文
化
会
館

●
子
ど
も
服
や
育
児
用
品
な
ど
の
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
。
22
店
が
出
店
予
定

▪
よ
ち
よ
ち
パ
ー
ク
出
店
者
も
募
集

●
先
着
22
店

●
４
月
３
日
㈭
か
ら
電
話
で
。

春の全国交通安全運動
　４月 10 日は「交通事故死ゼロを目指す日」
　４月 14 日は「子どもの交通事故防止推進日」

場 申 定内 時

料

問 場内 時

場

申

定

内 時対対

場

申

定

内 時対対

申

定

時料対対

場申 内 時料内 時対対

申

定

時料定 時

料

申 定

相
談

人
権
相
談

▪
人
権
な
ん
で
も
お
気
軽
相
談

●
毎
週
月
曜
日
（
休
日
の
場
合
は
翌
日
）

９
時
～
12
時
●
法
務
局
舞
鶴
支
局

●
面
接
相
談
（
個
室
）・
電
話
相
談

▪
特
設
人
権
相
談
所

●
・
●
❖
第
２
木
曜
日
…
城
南
会
館

❖
第
３
木
曜
日
…
南
公
民
館
、
い
ず
れ
も

９
時
～
12
時
●
面
接
相
談
（
個
室
）

〈
共
通
〉

●
人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
る

●
法
務
局
舞
鶴
支
局
（
☎
76
・
０
８
５
８
）

問

場

内 時

場

時

内

内
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▪
土
地
家
屋
調
査
士
相
談

●
４
月
15
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
市
役
所
本
館
●
土
地
の
分
筆
や
合
筆
、

境
界
問
題
、
家
屋
の
新
・
増
築
、
滅
失
な
ど

▪
市
民
法
律
相
談

●
４
月
18
日
㈮
13
時
か
ら
●
西
総
合
会
館

●
弁
護
士
が
応
じ
る

●
11
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

●
４
月
16
日
㈬
８
時
30
分
～
12
時
に
電
話

で
。

▪
行
政
書
士
相
談

●
４
月
23
日
㈬
10
時
～
13
時
●
市
役
所
本
館

●
官
公
署
へ
の
提
出
書
類
や
遺
言
書
・
遺

産
分
割
協
議
書
な
ど

▪
就
職
・
生
活
個
別
相
談

●
４
月
２
日
～
30
日
の
水
曜
日
、
10
時
～
16
時

●
就
職
や
生
活
に
関
す
る
相
談
な
ど

●
求
職
者
●
先
着
各
５
人

▪
就
職
力
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

●
４
月
16
日
㈬
14
時
～
16
時

●
履
歴
書
の
書
き
方
な
ど

●
求
職
者
●
先
着
12
人

▪
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談

●
４
月
18
日
㈮
10
時
～
16
時

●
進
路
・
就
職
・
転
職
、
自
立
支
援
相
談
な
ど

●
15
～
お
お
む
ね
40
歳
と
そ
の
家
族

▪
福
祉
の
お
仕
事
出
張
相
談

●
４
月
25
日
㈮
10
時
～
16
時

●
福
祉
の
仕
事
に
興
味
の
あ
る
人

▪
マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
巡
回
相
談

●
４
月
28
日
㈪
10
時
～
16
時

●
子
育
て
中
の
母
親
●
１
人
50
分

〈
共
通
〉

●
実
施
日
の
前
日
ま
で
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
電
話
で
。

催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

傍
聴

そ
の
他

❖人口　85,793 人（-84 人）❖男　42,868 人（-61 人）❖女　42,925 人（-23 人）
❖世帯　35,203 世帯（ -13 世帯）
※平成 26 年３月１日現在の推計人口。（　）内は前月比。

市の人口と世帯数

高
齢
者
・
障
害
者
権
利
擁
護
相
談

●
４
月
９
日
㈬
13
時
か
ら

●
市
役
所
別
館

●
財
産
管
理
や
遺
産
相
続
、
遺
言
な
ど

●
高
齢
者
や
障
害
者
と
そ
の
家
族

●
先
着
３
人

●
４
月
７
日
㈪
ま
で
に
電
話
で
高
齢
者
支

援
課
（
☎
66
・
１
０
１
８
）
へ
。

市
民
無
料
相
談

（
市
民
相
談
課
、
☎
66
・
１
０
０
６
）

▪
司
法
書
士
法
律
相
談

●
４
月
３
日
㈭
と
５
月
１
日
㈭
13
時
30
分

～
16
時
30
分
●
市
役
所
本
館

●
登
記
や
相
続
、
多
重
債
務
な
ど

▪
巡
回
市
民
・
行
政
相
談

●
４
月
８
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
西
総
合
会
館

●
個
人
間
や
家
庭
内
、
消
費
生
活
に
関
す

る
こ
と
な
ど

▪
公
証
相
談

●
４
月
15
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
市
役
所
本
館

●
遺
言
書
や
契
約
書
な
ど
公
正
証
書
の
作
成

就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
63
・
０
８
１
０
）

巡
回
更
生
相
談

●
４
月
11
日
㈮
13
時
30
分
～
15
時

●
西
総
合
会
館

●
整
形
外
科
と
補
装
具
の
相
談

●
印
鑑
と
身
体
障
害
者
手
帳
（
持
っ
て
い

る
人
の
み
）
を
持
参

●
前
日
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
障
害

福
祉
課
（
☎
66
・
１
０
３
３
、
ＦＡＸ
62
・
７

９
５
７
）
へ
。

フ
レ
ア
ス
舞
鶴
の
無
料
女
性
相
談

▪
電
話
相
談

●
４
月
３
日
～
24
日
の
木
曜
日
、
10
時
～
16
時

●
人
間
関
係
や
子
育
て
、
家
庭
内
で
の
暴

力
、
介
護
の
悩
み
な
ど
に
関
す
る
相
談
。

専
用
電
話
（
65
・
０
０
５
６
）
へ
。

▪
チ
ャ
レ
ン
ジ
相
談

●
４
月
16
日
㈬
11
時
～
16
時
●
就
職
や
起

業
、
グ
ル
ー
プ
活
動
に
関
す
る
相
談
に
キ

ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
応
じ
る

●
先
着
４
人

●
託
児
あ
り
（
予
約
が
必
要
）

●
前
日
ま
で
に
電
話
で
人
権
啓
発
推
進
室

（
☎
66 

・
１
０
２
２
）
へ
。

▪
心
と
か
ら
だ
の
相
談

●
４
月
22
日
㈫
13
時
～
15
時

●
看
護
師
・
助
産
師
が
応
じ
る

●
先
着
２
人
●
託
児
あ
り
（
予
約
が
必
要
）

●
前
日
ま
で
に
電
話
で
同
室
へ
。

▪
面
接
相
談

●
５
月
14
日
㈬
11
時
～
14
時
10
分

●
人
間
関
係
や
子
育
て
、
家
庭
内
で
の
暴

力
な
ど
の
相
談
に
女
性
問
題
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
が
応
じ
る

●
先
着
３
人
●
託
児
あ
り
（
予
約
が
必
要
）

●
前
日
ま
で
に
電
話
で
同
室
へ
。

〈
共
通
〉

●
市
内
在
住
か
在
勤
の
女
性

定

内 時対対

定

内 時対対内 時対対内 時

他

申 時対対

他申 定内 時

内 時

内

時

定

他

申 時

他

申 定 内対対

場

内 時場 時内場 時内

場 時

内

時内

場

定申

場

内 時場申 定 内 時対対場他申 内 時

届いてますか「きょうと府民だより」

京都府広報紙をお届けします京都府広報紙をお届けします
　毎月１日、「きょうと府民だより」を新聞折り込みで皆さんのご家庭にお届けしてい
ます。新聞を購読されていないなどの理由で届いていない場合、ご連絡いただければ無
料でお送りします。また、点字版、文字拡大版、音声版も発行しています。ご希望の方
は京都府広報課までご連絡ください。

検索きょうと府民だより ☜
詳しくは、
きょうと府民だよりを検索

　【お問い合わせ先】
　　京都府広報課
　   （☎ 075・414・4074、ＦＡＸ 075・414・4075）
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東
日
本
大
震
災
の
義
援
金
に
つ
き
ま
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
か
ら
多
く
の
方
か
ら
温

か
い
善
意
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
震
災
が
発
生
し
て
３
年
が
経

っ
た
今
も
な
お
、
支
援
を
必
要
と
す
る
多

く
の
被
災
さ
れ
た
方
が
お
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
義
援
金
の
受
付
期
間
を
来
年
３
月
31

日
㈫
ま
で
延
期
し
ま
す
。

　

引
き
続
き
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

❖
分
配
対
象
…
岩
手
・
宮
城
・
福
島
・
茨

城
県
の
被
災
者

●
日
本
赤
十
字
社
舞
鶴
市
地
区
（
保
健
福

祉
企
画
課
、
☎
66
・
１
０
１
１
）

【対象】市内の住宅に居住し被害を受け
た人で、市内で住宅を建替・購入・補修・
賃借し、引き続き居住する人

【対象経費】被災した住宅に代わる住宅
の新築・購入・補修費用や賃借にかか
る費用、被災した住宅の補修費用など

【補助金額】対象経費の３分の 1
【補助金の限度額】

【その他】申請と工事完了報告は、同じ
年度内に行う必要があります。平成 26
年度の申請は来年１月 30 日㈮まで。報
告は２月27日㈮までに行ってください。
▶ 詳 し く は、 建 築 住 宅 課（ ☎ 66・
1050）へ。

催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

傍
聴

そ
の
他

有 

料 

広 

告

府
民
無
料
法
律
相
談

●
４
月
21
日
㈪
13
時
30
分
か
ら
●
中
丹
広

域
振
興
局
●
弁
護
士
が
応
じ
る
●
先
着
10

人
●
４
月
18
日
㈮
９
時
か
ら
電
話
で
同
振

興
局
（
☎
62
・
２
５
０
０
）
へ
。

聞
こ
え
の
相
談
会

●
４
月
24
日
㈭
13
時
～
16
時
●
聴
言
セ
ン

タ
ー
●
言
語
聴
覚
士
が
応
じ
る
●
市
内
在

住
の
難
聴
者
●
先
着
５
人
●
４
月
21
日
㈪

ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
は
が
き
（
〒
６
２
５

‐
０
０
８
３
市
内
字
余
部
上
２
‐
９
）
で
聴
言
セ

ン
タ
ー（
☎
64
・
３
９
１
１
、ＦＡＸ
64
・
３
９
１
２
）へ
。

療
育
相
談

●
４
月
14
日
㈪
と
28
日
㈪
13
時
30
分
～
15

時
30
分
●
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
み
ず

な
ぎ
●
市
内
在
住
の
障
害
児
・
者
と
そ
の

家
族
●
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
同
セ
ン
タ
ー

（
☎
64
・
３
７
６
６
、ＦＡＸ
64
・
３
６
５
８
）
へ
。

そ
の
他

　

地
域
の
中
で
守
ら
れ
て
き
た
文
化
財
や

伝
統
芸
能
を
後
世
に
継
承
し
て
い
く
た
め

の
事
業
に
補
助
。
詳
細
は
次
の
と
お
り
。

●
❖
文
化
財
の
修
理
❖
収
蔵
庫
の
設
置
・
修
繕

❖
芸
能
備
品
の
購
入
・
修
繕
❖
芸
能
記
録
の
作
成

❖
伝
承
教
室
の
開
催
❖
説
明
板
の
設
置

●
各
自
治
会
長
あ
て
に
送
付
す
る
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
５
月
16
日
㈮
ま

で
に
社
会
教
育
課
（
☎
66
・
１
０
７
３
）
へ
。

文
化
財
な
ど
の
保
全
事
業
に
補
助

　

５
月
31
日
㈯
ま
で
「
緑
の
募
金
運
動
」

を
実
施
。
各
自
治
会
を
通
じ
て
家
庭
募
金

を
お
願
い
す
る
ほ
か
街
頭
募
金
、
職
場
募

金
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
農
林
課
（
☎
66
・
１
０
２
３
）

緑
の
募
金
に
ご
協
力
を

場
申

時

対対

場

申

定

内

時

場
申

定

内

時

対対

申 内問

東
日
本
大
震
災
の
義
援
金

受
付
期
間
を
延
期

問

被災区分
再建等の方法

新築・購入 補修 賃借

大規模半壊 100 万円 60 万円 40 万円

半壊 150 万円 －

一部破損・
床上浸水 50 万円 －

被災者住宅　再建を支援

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、

台
風
18
号
災
害
義
援
金
は
、
１
，
５
６
６

万
１
，
２
１
６
円
が
集
ま
り
ま
し
た
。
集

ま
っ
た
義
援
金
は
次
の
と
お
り
お
届
け
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
温
か
い
善
意
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

❖
住
宅
が
半
壊
し
た
世
帯
…
15
万
円

❖
床
上
浸
水
し
た
世
帯
…
３
万
円

●
保
健
福
祉
企
画
課
（
☎
66
・
１
０
１
１
）

台
風
18
号
災
害
義
援
金

問
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光
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▶

登
録

は
、

こ
ち

ら
の

コ
ー

ド
か

ら
　

チーム FINE　代表　　金井 和枝さん

チ
ー
ム 

Ｆフ

ァ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
結
成

　

チ
ー
ム
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
現
在
14
人
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
市
の
生
き
生
き
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教

室
の
運
動
指
導
員
を
中
心
に
、
地
域
の
活
性

や
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
、
そ
し
て
日

常
に
運
動
を
取
り
入
れ
た
い
と
思
っ
て
い
る

人
が
集
ま
り
結
成
し
ま
し
た
。
名
前
も
み
ん

な
で
「
オ
ッ
ケ
ー
」
と
か
「
元
気
」
と
い
う

意
味
で
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と
決
め
、
小
文
字
だ
と
少

し
弱
く
感
じ
る
の
で
す
べ
て
大
文
字
に
し
ま

し
た
。
同
じ
思
い
が
あ
れ
ば
誰
で
も
メ
ン
バ
ー

と
し
て
参
加
オ
ッ
ケ
ー
と
い
う
チ
ー
ム
で
す
。

　

人
は
身
体
を
使
わ
な
い
と
ど
ん
ど
ん
衰
え

ま
す
。
そ
れ
を
防
ぐ
に
は
、
人
と
接
し
た
り
物

事
に
興
味
を
持
っ
た
り
す
る
こ
と
が
本
当
に

大
切
で
す
。
手
を
動
か
す
だ
け
で
も
元
気
に

な
れ
ま
す
。
１
人
で
は
な
か
な
か
で
き
な
い

と
思
う
の
で
、
み
ん
な
が
集
え
て
楽
し
く
運

動
で
き
る
場
所
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
と
思
っ

た
の
が
チ
ー
ム
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
つ
く
っ
た
き
っ

か
け
。
も
っ
と
い
ろ
ん
な
地
域
に
出
向
い
て

行
け
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

運
動
は
無
理
な
く
コ
ツ
コ
ツ
と

　

主
な
活
動
と
し
て
、
町
内
会
の
集
会
に
運
動

指
導
に
行
か
せ
て
も
ら
っ
た
り
、「
い
つ
で
も
、

い
つ
ま
で
も
、
年
も
関
係
な
く
、
男
女
も
関
係

な
く
、
申
し
込
み
不
要
」
な
ワ
ン
コ
イ
ン
講
座

を
毎
週
水
曜
日
10
時
か
ら
西
市
民
プ
ラ
ザ
で

や
っ
て
い
ま
す
。
内
容
は
、ウ
オ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ

プ
、
チ
ュ
ー
ブ
や
ボ
ー
ル
、
低
反
発
マ
ッ
ト
を

使
っ
た
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
無
理
が
な
い
よ

⑯

基本は１つ 運動を〝楽しむ″

う
に
身
体
を
動
か
し
ま
す
。
そ
の
後
、
有
酸
素

運
動
（
ス
ワ
ロ
ビ
ク
ス
）
を
行
い
、
残
り
の
５

分
は
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
の
計
90
分
間
。
最
初
は
、

ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
で
行
っ
て
い
た

「
は
つ
ら
つ
教
室
」
が
始
ま
り
で
、
同
ク
ラ
ブ
さ

ん
に
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
た
だ
き
、
今
も

継
続
す
る
こ
と
が
で
き
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

運
動
メ
ニ
ュ
ー
は
初
参
加
の
人
で
も
、
継
続

し
て
来
て
い
る
人
で
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
同
じ
チ
ー
ム
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
人
見
由
美
さ
ん

と
考
え
て
い
ま
す
。
基
本
の
動
き
を
正
し
く
意

識
し
て
コ
ツ
コ
ツ
積
み
上
げ
る
こ
と
が
一
番
大

事
。
こ
れ
は
ず
っ
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
新
し
い

こ
と
を
取
り
入
れ
る
の
も
大
事
だ
け
ど
、
基
本

を
続
け
て
い
く
こ
と
が
自
分
の
身
体
に
と
っ
て

一
番
い
い
と
一
貫
し
て
指
導
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
が
身
体
を
大
事
に
い
た
わ
り
な
が
ら
動
か

す
の
が
ベ
ー
ス
。
そ
こ
に
枝
葉
を
つ
け
て
楽
し

ん
で
も
ら
え
た
ら
と
い
つ
も
考
え
て
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
に
も
変
身

　

数
年
講
座
を
続
け
て
お
ら
れ
る
年
配
の
方

で
、
入
会
し
た
と
き
よ
り
も
元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
で
、

本
当
に
気
持
ち
が
若
い
方
が
お
ら
れ
ま
す
。「
こ

こ
に
来
て
る
か
ら
元
気
で
い
ら
れ
る
の
よ
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
会
で
知
り

合
っ
た
友
達
と
ご
飯
や
映
画
に
行
っ
た
り
す
る

よ
う
に
な
っ
た
と
も
聞
き
、
す
ご
く
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
老
い
も
若
き
も
運
動
を

続
け
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
、
こ
の
講
座

が
み
ん
な
の
集
う
場
所
に
な
っ
て
い
る
と
思
う

と
う
れ
し
い
で
す
。
そ
う
い
う
場
所
に
関
わ
ら

せ
て
も
ら
っ
て
す
ご
く
あ
り
が
た
い
で
す
。

元
気
の
源
は
楽
し
い
運
動
か
ら

　

変
な
言
い
方
で
す
が
「
死
ぬ
ま
で
元
気
に
」

と
い
つ
も
思
っ
て
い
て
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ(

※)

を
高

め
、
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
や
っ
て
、
元
気
に

家
で
過
ご
し
て
死
ぬ
こ
と
が
で
き
た
ら
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

日
常
生
活
は
運
動
の
繰
り
返
し
。
皆
さ
ん
に

は
身
体
を
動
か
し
て
、
い
つ
ま
で
も
元
気
な
自

分
で
い
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

意
識
を
変
え
れ
ば
運
動
は
大
変
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。「
や
ら
な
い
と
ダ
メ
」
で
は
し

ん
ど
い
で
す
し
、
ち
ょ
っ
と
の
こ
と
で
も
「
楽

し
い
」
と
思
っ
て
や
る
と
ぜ
ん
ぜ
ん
違
い
ま
す
。

楽
し
む
こ
と
は
い
い
こ
と
で
す
。
こ
の
活
動
が

介
護
の
予
防
や
地
域
・
人
と
の
つ
な
が
り
の
源

に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
こ
こ
に
き
た
ら
元
気
に
な
れ
る
。
笑

顔
に
な
れ
る
場
所
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
私

に
と
っ
て
も
元
気
に
な
れ
る
場
所
。
舞
鶴
中
に

広
が
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
こ
れ
か
ら
も
が
ん

ば
り
ま
す
。

　日常生活に運動を取り入れ、それを継続することが健康で
元気ハツラツとした生活を送るコツ。誰もが運動を楽しめる
よう町内会に出向いたり、ワンコイン講座などで活躍してお
られるチーム FINE 代表の金井和枝さんにお話を伺いました。

▲基本の動きをみんなで楽しく

（※）QOL…生活の質。人として自分らしく生活すること


